
ルーティングポリシーの設定

バージョン 4.17以降、Cisco SecurityManagerは引き続き IOSの機能をサポートしますが、
バグの修正や拡張はサポートしていません。

（注）

この章は次のトピックで構成されています。

• Cisco IOSルータにおける BGPルーティング （1ページ）
• [BGP]ルーティングポリシーページ （5ページ）
• Cisco IOSルータにおける EIGRPルーティング （10ページ）
• [EIGRP]ルーティングポリシーページ （16ページ）
• Cisco IOSルータにおける OSPFルーティング （25ページ）
• [OSPF Interface]ポリシーページ （38ページ）
• [OSPF Process]ポリシーページ （44ページ）
• Cisco IOSルータにおける RIPルーティング （54ページ）
• [RIP]ルーティングポリシーページ （58ページ）
• Cisco IOSルータにおけるスタティックルーティング （64ページ）
• [Static Routing]ポリシーページ （66ページ）

Cisco IOSルータにおける BGPルーティング

バージョン 4.17以降、Cisco SecurityManagerは引き続き IOSの機能をサポートしますが、
バグの修正や拡張はサポートしていません。

（注）

BGPは、Autonomous System（AS;自律システム）間でのルーティング情報のループフリー交
換を保証する Exterior Gateway Protocol（EGP;エクステリアゲートウェイプロトコル）です。
BGPシステムの主要な機能は、到達可能なネットワークに関する情報（ASパス情報など）を
他の BGPシステムと交換することです。この情報を使用して AS接続のグラフを作成できま
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す。このグラフを使用して、ルーティングループを排除し、ASレベルのポリシーを決定でき
ます。

BGPは、インターネット上で使用されるルーティングプロトコルであり、インターネットサー
ビスプロバイダー間で一般的に使用されています。このレベルでスケーラビリティを実現する

ために、BGPは複数のルートパラメータ（属性）を使用して、ルーティングポリシーを定義
し、安定したルーティング環境を維持します。また、BGPは Classless InterDomain Routing
（CIDR）を使用して、インターネットルーティングテーブルのサイズを大幅に削減していま
す。

BGPルートは、ネットワーク番号、情報が通過したASのリスト（自律システムパスと呼ばれ
る）、および定義されたパス属性で構成されます。

BGPルータは、ネイバーとして定義されたルータだけとルーティング情報を交換します。BGP
ネイバーは、ルータ間で TCP接続が確立されたときに、完全なルーティング情報を交換しま
す。更新は、ルーティングテーブルの変更が検出された場合にだけネイバーに送信されます。

BGPルータでは、定期的な更新は送信されません。

ここでは、BGPルーティングポリシーを作成するために実行するタスクについて説明します。

• BGPルートの定義 （2ページ）

• BGPへのルートの再配布 （4ページ）

Security Managerでは、RFC 1163、1267、および 1771で規定されているバージョン 2、
3、および 4の BGPがサポートされます。

（注）

関連項目

• Cisco IOSルータにおけるスタティックルーティング （64ページ）

• Cisco IOSルータにおける RIPルーティング （54ページ）

• Cisco IOSルータにおける OSPFルーティング （25ページ）

• Cisco IOSルータにおける EIGRPルーティング （10ページ）

BGPルートの定義
BGPルーティングポリシーを設定する場合は、すべての EGPと同様に、ルータとそのネイ
バーとの関係を定義する必要があります。BGPでは、内部（同じAS内に配置）と外部（異な
る AS内に配置）という 2種類のネイバーがサポートされます。通常、外部ネイバーは相互に
隣接しており、サブネットを共有しています。内部ネイバーは同じ AS内の任意の場所に存在
できます。

また、次のオプション機能をイネーブルにするかどうかを選択できます。

•自動サマライズ
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•同期

•ネイバーロギング

自動サマライズを有効にすると、OSPFや EIGRPなどの内部ゲートウェイプロトコル（IGP）
から BGPにサブネットが再配布されるときに、ネットワークルートだけが挿入されます。同
期は、1つのASから別のASにトラフィックを渡す媒介としてASが機能する場合に役立ちま
す。同期によって、アドバタイズするルートに関して ASの一貫性が確保されるためです。た
とえば、ネットワーク内のすべてのルータが IGPを介してルートを学習する前に BGPがルー
トをアドバタイズすると、一部のルータでまだルーティングできないトラフィックを ASが受
信する可能性があります。ネイバーロギングでは、BGPネイバーがリセットされた場合、到達
不能になった場合、またはネットワークへの接続を復元した場合に、ルータは BGPネイバー
によって発行されたメッセージを追跡できます。

ここでは、BGPルートを定義する方法について説明します。各ルータで定義できる BGPルー
トは 1つだけです。

関連項目

• BGPへのルートの再配布 （4ページ）

• Cisco IOSルータにおける BGPルーティング （1ページ）

ステップ 1 次のいずれかを実行します。

•（デバイスビュー）ポリシーセレクタから [プラットフォーム（Platform）]> [ルーティング（Routing）]
> [BGP]を選択し、作業領域の [セットアップ（Setup）]タブをクリックします。

•（ポリシービュー）ポリシータイプセレクタから [プラットフォーム（Platform）] > [ルーティング
（Routing）] > [BGP]を選択します。既存のポリシーを選択するか新しいポリシーを作成し、[セット
アップ（Setup）]タブをクリックします。

BGPの [Setup]が表示されます。このタブのフィールドの説明については、表 1 : BGPの [Setup]タブ （6
ページ）を参照してください。

ステップ 2 BGPの [Setup]タブで、ルータが属する AS番号を入力します。

ステップ 3 （任意）この ASに対してローカルなネットワークのアドレスを入力します。アドレスとネットワーク/ホ
ストオブジェクトの組み合わせを使用できます。または [選択（Select）]をクリックしてリストからオブ
ジェクトを選択するか、または新しいオブジェクトを作成します。詳細については、ポリシー定義中の IP
アドレスの指定を参照してください。

ステップ 4 ルータの外部および内部 BGPネイバーを定義します。

a) [ネイバー（Neighbors）]の下にある [追加（Add）]をクリックして、[BGPネイバー（BGPNeighbors）]
ダイアログボックスを表示します。このダイアログボックスのフィールドの説明については、表 2 :
[Neighbors]ダイアログボックス （8ページ）を参照してください。

b) AS番号を入力し、[選択（Select）]をクリックして、定義されているAS内のネイバーであるホストを
選択します。内部ネイバーはルータと同じAS内に配置されており、外部ネイバーは異なるAS内に配
置されています。
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c) [OK]をクリックして定義を保存し、[BGPネイバー（BGP Neighbors）]ダイアログボックスに戻りま
す。

d) （任意）4.b（3ページ）～4.c（4ページ）を繰り返して、その他の AS内のネイバーを定義しま
す。

BGPネイバーを定義する場合、IPアドレスは選択したルータのインターフェイスに属するこ
とができません。また、複数の ASに同じ IPアドレスは定義できません。

（注）

終了したら、[BGPネイバー（BGPNeighbors）]ダイアログボックスの [OK]をクリックして [BGPのセッ
トアップ（BGP Setup）]タブに戻ります。選択内容が [Neighbors]フィールドに表示されます。

ステップ 5 （任意）[Auto-Summary]チェックボックスをオンにして、自動サマライズをイネーブルにします。自動サ
マライズをイネーブルにすると、サブネットが IGP（OSPFや EIGRPなど）から BGPに再配布されるとき
に、ネットワークルートだけが BGPテーブルに注入されます。

ステップ 6 （任意）[同期（Synchronization）]チェックボックスをオンにして、BGPを IGPと同期します。この機能
をイネーブルにすると、BGPは、IGPがルーティング情報を AS全体に伝播するまで待機します。

ASが 1つの ASから受信したトラフィックを別の ASに渡さない場合、または AS内のすべてのルータが
BGPを実行している場合、同期は必要ありません。同期をディセーブルにすると、BGPの収束が速くなり
ます。

ステップ 7 （任意）[ネイバーのロギング（Log-Neighbor）]チェックボックスをオンにして、BGPネイバーのリセッ
ト、起動、またはダウン時に生成されるメッセージのロギングをイネーブルにします。

BGPへのルートの再配布
再配布とは、BGPなどのルーティングプロトコルを使用して、他の方法（別のルーティング
プロトコルなど）で学習されたルート、スタティックルート、または直接接続されたルートを

アドバタイズすることです。たとえば、OSPFルーティングプロトコルから BGP自律システ
ム（AS）にルートを再配布できます。再配布は、複数プロトコル環境で動作しているネット
ワークに必要であり、すべての IPベースルーティングプロトコルに適用できます。

はじめる前に

• BGP ASを定義します。 BGPルートの定義 （2ページ）を参照してください。

関連項目

• BGPルートの定義 （2ページ）

• Cisco IOSルータにおける BGPルーティング （1ページ）

ステップ 1 次のいずれかを実行します。

•（デバイスビュー）ポリシーセレクタから [プラットフォーム（Platform）]> [ルーティング（Routing）]
> [BGP]を選択し、作業領域の [再配布（Redistribution）]タブをクリックします。
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•（ポリシービュー）ポリシータイプセレクタから [プラットフォーム（Platform）] > [ルーティング
（Routing）] > [BGP]を選択します。既存のポリシーを選択するか新しいポリシーを作成し、[再配布
（Redistribution）]タブをクリックします。

BGPの [Redistribution]タブが表示されます。このタブのフィールドの説明については、表 3 : BGPの
[Redistribution]タブ （9ページ）を参照してください。

ステップ 2 BGPの [再配布（Redistribution）]タブで、[BGP再配布マッピング（BGP Redistribution Mappings）]テーブ
ルから行を選択し、[編集（Edit）]をクリックするか、[追加（Add）]をクリックしてマッピングを作成し
ます。[BGPRedistributionMapping]ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスのフィー
ルドの説明については、表 4 : [BGP Redistribution Mapping]ダイアログボックス （10ページ）を参照して
ください。

ステップ 3 BGPにルートを再配布するプロトコルを選択します。

スタティックルート、RIPルート、EIGRP AS、および OSPFプロセスごとに 1つのマッピングを
作成できます。

（注）

ステップ 4 （任意）再配布されたルートのデフォルトのメトリック（コスト）を修正します。メトリックによって、
ルートのプライオリティが決まります。

ステップ 5 [OK]をクリックして定義をクライアントにローカルに保存し、ダイアログボックスを閉じます。再配布
マッピングが、BGPの [Redistribution]タブの [Redistribution Mapping]テーブルに表示されます。

[BGP]ルーティングポリシーページ
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）は、複数の自律システムまたはドメイン間でルー
ティングを実行し、ルーティングおよび到着可能性情報を他のBGPシステムと交換するExterior
GatewayProtocol（EGP;エクステリアゲートウェイプロトコル）です。BGPは、インターネッ
ト上でルーティング情報を交換するために使用され、インターネットサービスプロバイダー

間で使用されるプロトコルです。

[BGP]ルーティングページの次のタブから、BGPルーティングポリシーを設定できます。

• [BGP]ページ - [Setup]タブ （6ページ）

• [BGP]ページ - [Redistribution]タブ （8ページ）

詳細については、 Cisco IOSルータにおける BGPルーティング （1ページ）を参照してくだ
さい。

ナビゲーションパス

•（デバイスビュー）ポリシーセレクタから [プラットフォーム（Platform）] > [ルーティン
グ（Routing）] > [BGP]を選択します。

•（ポリシービュー）ポリシータイプセレクタから [プラットフォーム（Platform）] > [ルー
ティング（Routing）] > [BGP]を選択します。[BGP]を右クリックしてポリシーを作成す
るか、共有ポリシーセレクタから既存のポリシーを選択します。

ルーティングポリシーの設定
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[BGP]ページ - [Setup]タブ
BGPの [Setup]タブを使用して、選択したルータが配置されている自律システム（AS）の番号
を定義します。次に、ASに含まれるネットワークと、ルータの内部ネイバーおよび外部ネイ
バーであるネットワークを定義する必要があります。さらに、BGPと OSPFや EIGRPなどの
Interior Gateway Protocol（IGP）間の相互作用を制御するオプションをイネーブルまたはディ
セーブルにすることができます。3番めのオプションを使用して、BGPネイバーからのメッ
セージのロギングをイネーブルにします。

ナビゲーションパス

[BGP]ルーティングポリシーページ （5ページ）に移動し、[セットアップ（Setup）] タブ
をクリックします。

関連項目

• BGPルートの定義 （2ページ）

• [BGP]ページ - [Redistribution]タブ （8ページ）

•ポリシー定義中の IPアドレスの指定

•ネットワーク/ホストオブジェクトについて

フィールドリファレンス

表 1 : BGPの [Setup]タブ

説明要素

ルータが配置されている自律システムの数。有効な値の範囲は 1～ 65535
です。この番号によって、BGPルーティングプロセスがイネーブルにな
ります。

BGPがデバイスですでに設定されている場合、この番号を変更して展開す
ることはできません。AS番号を変更する必要がある場合は、最初に BGP
ポリシーの割り当てを解除し、変更を展開し（したがって BGP設定をデ
バイスから削除し）、新しい番号で BGPポリシーを設定して、設定を再
展開します。

AS番号（AS
Number）

BGPルートに関連付けられるネットワーク。1つ以上のネットワークアド
レスまたはネットワーク/ホストオブジェクトを入力します。または、[選
択（Select）]をクリックしてリストからオブジェクトを選択するか、新し
いオブジェクトを作成します。

ルートからネットワークを削除するには、[ネットワーク
（Network）]フィールドからネットワークを選択し、[削除
（Delete）]をクリックします。

（注）

ネットワーク

ルーティングポリシーの設定

6

ルーティングポリシーの設定

[BGP]ページ - [Setup]タブ

csm-user-guide-424_chapter6.pdf#nameddest=unique_418
csm-user-guide-424_chapter6.pdf#nameddest=unique_36


説明要素

ルータの内部ネイバー（ルータと同じ AS内に配置）および外部ネイバー
（異なる AS内に配置）。 [Neighbors]ダイアログボックス （7ページ）
を参照してください。

ネイバー

選択すると、自動サマライズがイネーブルになります。サブネットが IGP
（RIP、OSPF、EIGRPなど）から BGPに再配布されるときに、この BGP
バージョン 3機能によってネットワークルートだけが BGPテーブルに注
入されます。自動サマライズによって、ルータで保持する必要があるルー

ティングテーブルのサイズと複雑さが低減します。

選択解除されている場合、自動サマライズはディセーブルになります。こ

れがデフォルトです。

自動集約

（Auto-Summary）

選択すると、同期がイネーブルになります。この機能を使用して、アドバ

タイズするルートに関してネットワーク内のすべてのルータの一貫性が確

保されるようにします。同期によって、BGPは、IGPがルーティング情報
を AS全体に伝播するまで待機します。

選択を解除すると、同期がディセーブルになります。このルータが別のAS
からのトラフィックを第三の ASに渡さない場合、または AS内のすべて
のルータが BGPを実行している場合、同期をディセーブルにすることが
できます。この機能をディセーブルにすると、IGPが伝送する必要がある
ルートの数が減少し、コンバージェンス時間が向上するという利点があり

ます。これがデフォルトです。

同期

選択すると、BGPネイバーのリセット、ネットワークへの接続、または切
断時に生成されるメッセージのロギングがイネーブルになります。これが

デフォルトです。

選択を解除すると、メッセージロギングがディセーブルになります。

Log-Neighbor

[Neighbors]ダイアログボックス

[Neighbors]ダイアログボックスを使用して、選択したルータの内部および外部ネイバーを定義
します。

ナビゲーションパス

[BGP]ページ - [Setup]タブ （6ページ）に移動してから、[ネイバー（Neighbors）]フィール
ドにある [追加（Add）]または [編集（Edit）]ボタンをクリックします。

関連項目

• BGPルートの定義 （2ページ）

•ポリシー定義中の IPアドレスの指定
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•ネットワーク/ホストオブジェクトについて

フィールドリファレンス

表 2 : [Neighbors]ダイアログボックス

説明要素

BGPネイバーを含むASの番号。内部ネイバーは、選択したルータのネット
ワークと同じ AS番号を持ちます。外部ネイバーは、異なる AS番号を持ち
ます。

AS番号（AS
Number）

ルータのネイバーであるホストの IPアドレス。ルーティングテーブルの変
更が検出されると常に、BGPネイバーは相互にルーティング情報を交換し
ます。

BGPネイバーを定義する場合、IPアドレスは選択したルータのインターフェ
イスに属することができません。また、複数の ASに同じ IPアドレスは定
義できません。

1つ以上のアドレスまたはネットワーク/ホストオブジェクトを入力します。
または、[選択（Select）]をクリックしてリストからオブジェクトを選択す
るか、または新しいオブジェクトを作成します。

BGPネイバーのリストからホストを削除するには、[ホスト
（Hosts）]フィールドからホストを選択し、[削除（Delete）]をク
リックします。

（注）

IPアドレス

[BGP]ページ - [Redistribution]タブ
BGPの [Redistribution]タブを使用して、BGP自律システム（AS）への再配布を実行するとき
の再配布設定を表示、作成、編集、および削除します。

RIPの [再配布（Redistribution）]タブにアクセスする前に、RIP設定パラメータを定義す
る必要があります。 [BGP]ページ - [Setup]タブ （6ページ）を参照してください。

（注）

ナビゲーションパス

[BGP]ルーティングポリシーページ （5ページ）に移動し、[再配布（Redistribution）]タブ
をクリックします。

関連項目

• BGPへのルートの再配布 （4ページ）

• [BGP]ページ - [Setup]タブ （6ページ）
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•テーブルカラムおよびカラム見出しの機能

•テーブルのフィルタリング

フィールドリファレンス

表 3 : BGPの [Redistribution]タブ

説明要素

再配布されているプロトコル。プロトコル

再配布されているルートの AS番号またはプロセス ID。[AS/プロセスID（AS/Process
ID）]

再配布されるルートのプライオリティを決定する値。メトリック（Metric）

OSPFプロセスを再配布している場合は、再配布されるOSPF
ルートのタイプを示します。

一致（Match）

スタティックルートを再配布する場合、スタティックルー

トのタイプ（IPまたは OSI）を指定します。
[静的タイプ（Static Type）]

[BGP Redistribution Mapping]ダイアログボックス （9ペー
ジ）が開きます。ここから、BGP再配布マッピングを定義で
きます。

[追加（Add）]ボタン

[BGP Redistribution Mapping]ダイアログボックス （9ペー
ジ）が開きます。ここから、選択した BGP再配布マッピン
グを編集できます。

[編集（Edit）]ボタン

選択したBGP再配布マッピングをテーブルから削除します。[削除（Delete）]ボタン

[BGP Redistribution Mapping]ダイアログボックス

[BGP再配布マッピング（BGP Redistribution Mapping）]ダイアログボックスを使用して、BGP
再配布マッピングのプロパティを追加または編集します。

ナビゲーションパス

[BGP]ページ - [Redistribution]タブ （8ページ）に移動してから、テーブルの下にある [追加
（Add）]または [編集（Edit）]ボタンをクリックします。

関連項目

• BGPへのルートの再配布 （4ページ）

ルーティングポリシーの設定
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フィールドリファレンス

表 4 : [BGP Redistribution Mapping]ダイアログボックス

説明要素

再配布されているルーティングプロトコル。

• [スタティック（Static）]：IPまたは OSIスタティックルートを再配布し
ます。ルートごとに 1つのマッピングを定義できます。

• [EIGRP]：EIGRP自律システムを再配布します。表示されるフィールドに
AS番号を入力します。ASごとに 1つのマッピングを定義できます。

• [RIP]：RIPルートを再配布します。ルートごとに 1つのマッピングを定
義できます。

• [OSPF]：別のOSPFプロセスを再配布します。プロセスごとに1つのマッ
ピングを定義できます。表示されるリストからプロセスを選択し、1つ以
上の一致基準を選択します。

• [Internal]：特定の ASの内部のルート。

• [External1]：ASの外部にあり、OSPFにタイプ 1外部ルートとしてイ
ンポートされるルート。

• [External2]：ASの外部にあり、選択したプロセスにタイプ2外部ルー
トとしてインポートされるルート。

• [NSAAExternal1]：ASの外部にあり、選択したプロセスにタイプ1外
部ルートとしてインポートされる Not-So-Stubby Area（NSSA）ルー
ト。

• [NSAAExternal2]：ASの外部にあり、選択したプロセスにタイプ2外
部ルートとしてインポートされる（NSSA）ルート。

• [Connected]：インターフェイス上で IPをイネーブルにすることにより自
動的に確立されるルートを再配布します。これらのルートは、ASの外部
として再配布されます。

Protocol to
Redistribute

再配布されるルートのコストを表す値。有効値の範囲は、0～ 4294967295で
す。

メトリック

（Metric）

Cisco IOSルータにおける EIGRPルーティング

バージョン 4.17以降、Cisco Security Managerは引き続き IOSの機能をサポートしていま
すが、バグの修正や拡張機能はサポートしていません。

（注）
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Enhanced InteriorGatewayRouting Protocol（EIGRP）は、シスコが開発した、リンクステートプ
ロトコルの機能を統合する拡張距離ベクトル型プロトコルです。EIGRPは、数多くのさまざま
なトポロジおよびメディアに適しています。他のルーティングプロトコルとは異なる EIGRP
の重要な機能としては、高速コンバージェンスの実現、可変長サブネットマスク、部分的な

アップデート、および複数のネットワーク層プロトコルのサポートがあります。

宛先に到達するため、および他のルータにアドバタイズするためにルータが使用するメトリッ

クは、すべてのネイバーから最適にアドバタイズされたメトリックと最適なネイバーへのリン

クコストの合計です。

EIGRPはネイバーテーブルを使用して、ルータの各ネイバーに関するアドレスおよびインター
フェイス情報を格納します。helloパケットによってホールド時間がアドバタイズされます。こ
れは、ネイバーを到達可能および動作可能と見なすことができる時間です。トポロジテーブル

には、ネイバールータでアドバタイズされたすべての宛先が含まれます。アドバタイズされた

メトリックがネイバーごとにエントリに記録され、ネイバーによってそのルーティングテーブ

ルに格納されます。

EIGRPを実行しているルータには、代替ルートに迅速に適応できるように、ネイバーすべての
ルーティングテーブルが格納されます。適切なルートが存在しない場合、EIGRPはそのネイ
バーにクエリーを送信して代替のルートを検出します。これらのクエリーは、代替ルートが検

出されるまで伝搬します。EIGRPは、ルーティングテーブルの内容全体を送信する代わりに、
宛先の状態が変わったときに差分更新を送信します。EIGRPでは、情報を必要とするルータだ
けが更新されます。この機能により、EIGRPパケットに必要な帯域幅が最小限に抑えられま
す。

EIGRPは、内部ルートと外部ルートの両方をサポートします。内部ルートは、EIGRP自律シ
ステム（AS）内で発生します。したがって、EIGRPを実行するように設定された直接接続さ
れているネットワークは内部ルートと見なされ、AS全体にこの情報とともに伝達されます。
外部ルートとは、他のルーティングプロトコルによって学習されたルート、またはルーティン

グテーブルにスタティックルートとして存在するルートです。外部ルートは、生成元の IDに
よって個別にタグ付けされます。

ここでは、EIGRPルーティングポリシーを作成するために実行するタスクについて説明しま
す。

• EIGRPルートの定義 （12ページ）

• EIGRPインターフェイスのプロパティの定義 （13ページ）

• EIGRPへのルートの再配布 （15ページ）

関連項目

• Cisco IOSルータにおけるスタティックルーティング （64ページ）

• Cisco IOSルータにおける RIPルーティング （54ページ）

• Cisco IOSルータにおける OSPFルーティング （25ページ）

• Cisco IOSルータにおける BGPルーティング （1ページ）

ルーティングポリシーの設定
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EIGRPルートの定義
EIGRPルーティングポリシーを定義するには、各自律システムに番号を割り当てる必要があ
ります。この番号によって、自律システムは他のルータで識別されます。次に、ルートを作成

するネットワークを選択する必要があります。さらに、どのインターフェイスが受動かを選択

できます。他のルーティングプロトコルとは異なり、EIGRPのパッシブインターフェイスは、
ネイバーとの間でルーティング更新を送受信しないため、ネイバー関係が失われます。

EIGRPルーティングポリシーの設定時に、自動集約を有効にするか決めることもできます。有
効にすると、単一のネットワークエントリで多数のサブネットを表すことで、ルーティング

テーブルとルーティング情報の交換が大幅に簡素化されます。

関連項目

• EIGRPインターフェイスのプロパティの定義 （13ページ）

• EIGRPへのルートの再配布 （15ページ）

• Cisco IOSルータにおける EIGRPルーティング （10ページ）

ステップ 1 次のいずれかを実行します。

•（デバイスビュー）ポリシーセレクタから [プラットフォーム（Platform）]>[ルーティング（Routing）]
> [EIGRP]を選択し、作業領域の [セットアップ（Setup）]タブをクリックします。

•（ポリシービュー）ポリシータイプセレクタから [ルータプラットフォーム（Router Platform）] >
[ルーティング（Routing）] > [EIGRP]を選択します。既存のポリシーを選択するか新しいポリシーを
作成し、[セットアップ（Setup）]タブをクリックします。

EIGRPの [Setup]タブが表示されます（ [EIGRP]ページ：[セットアップ（Setup）]タブ （17ページ）を
参照）。

ステップ 2 EIGRPの [セットアップ（Setup）]タブで、テーブルから EIGRPルートを選択し、[編集（Edit）]をクリッ
クするか、[追加（Add）]をクリックしてルートを作成します。[EIGRP Setup]ダイアログボックスが表示
されます。このダイアログボックスのフィールドの説明については、表6 : [EIGRPのセットアップ（EIGRP
Setup）]ダイアログボックス （18ページ）を参照してください。

ステップ 3 ルートの自律システム番号を入力します。この番号によって、自律システムは他のルータに対して識別さ
れます。

ステップ 4 EIGRPルートに含めるネットワークのアドレスを入力します。アドレスとネットワーク/ホストオブジェ
クトの組み合わせを使用するか、アドレスをカンマで区切ることができます。[選択（Select）]をクリック
して既存のオブジェクトのリストからネットワーク/ホストオブジェクトを選択するか、または新しいネッ
トワーク/ホストオブジェクトを作成します。詳細については、ポリシー定義中の IPアドレスの指定を参
照してください。

ステップ 5 受動インターフェイスのアドレスを入力します。これは、ネイバーにルーティング更新（存在する場合）
を送信しないインターフェイスです。1つ以上のインターフェイスの名前またはインターフェイスのロー
ルを入力します。アドレスをカンマで区切ります。[選択（Select）]をクリックして既存のオブジェクトの
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リストからインターフェイス名またはロールを選択するか、または新しいインターフェイスロールオブ

ジェクトを作成します。詳細については、ポリシー定義中の IPアドレスの指定を参照してください。

ステップ 6 （任意）[自動集約（Auto-Summary）]をオンにして、ネットワークレベルルートへのサブネットルートの
自動集約を有効にします。サマライズによってルーティングテーブルのサイズが削減されるため、ネット

ワークの複雑さが低減します。

ステップ 7 [OK]をクリックして定義を保存します。EIGRPルートが、EIGRPの [Setup]タブに表示されるテーブルに
表示されます。

EIGRPインターフェイスのプロパティの定義
任意で、選択した EIGRP自律システムの次の 2つのインターフェイスプロパティのデフォル
ト値を変更できます。

• hello間隔

•スプリットホライズン。

hello間隔によって、helloパケット間の間隔が定義されます。ルーティングデバイスは、これ
らのパケットを相互に定期的に送信して、直接接続されたネットワーク上の他のルータについ

て動的に学習します。この情報は、ネイバーを検出したり、ネイバーが到達不能または動作不

能になったことを学習したりするために使用されます。デフォルトでは、helloパケットは5秒
間隔で送信されます。低速（T1以下）のNonBroadcastMultiAccess（NBMA;非ブロードキャス
トマルチアクセス）メディアのデフォルトの間隔は、60秒ごとです。

スプリットホライズンは、ルート情報がその情報の発生元の方向に返送されないようにする機

能です。スプリットホライズンをインターフェイスでイネーブルにした場合（これがデフォル

トです）、アップデートパケットとクエリーパケットは、このインターフェイスがネクスト

ホップである宛先に送信されません。これは、ルーティングループを防止するのに役立ちま

す。

たとえば、図 1 : EIGRPスプリットホライズンの例（14ページ）に示すように、ルータ 1が
ルータ 2および 3に 1つのマルチポイントインターフェイスで接続され、ルータ 1がルータ 2
からネットワーク Aについて学習した場合、ルータ 1は、その同じマルチポイントインター
フェイスでネットワーク Aへのルートをルータ 3にアドバタイズしません。ルータ 1では、
ルータ 3はネットワーク Aについてルータ 2から直接学習すると想定します。

ルーティングポリシーの設定
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図 1 : EIGRPスプリットホライズンの例

スプリットホライズンは、すべてのEIGRPインターフェイスでデフォルトでイネーブルです。
通常は、スプリットホライズンによって、複数のルーティングデバイス間の通信が最適化さ

れるためです。ただし、非ブロードキャストネットワーク（フレームリレーや SMDSなど）
では、スプリットホライズンをディセーブルにする必要がある場合があります。

EIGRPインターフェイスでスプリットホライズンをディセーブルにする場合は、次の点に注意
してください。

•ハブアンドスポークネットワークでは、ハブだけでスプリットホライズンをディセーブ
ルにする必要があります。これは、スポークでスプリットホライズンをディセーブルにす

ると、ハブルータの EIGRPメモリ消費量が大幅に増加するだけでなく、スポークルータ
で生成されるトラフィックの量も増加するためです。

•インターフェイスでスプリットホライズン設定を変更すると、そのインターフェイスで到
達可能な EIGRPネイバーとの隣接関係はすべてリセットされます。

はじめる前に

•少なくとも 1つのEIGRP自律システムを定義します。EIGRPルートの定義 （12ページ）
を参照してください。

関連項目

• EIGRPルートの定義 （12ページ）

• EIGRPへのルートの再配布 （15ページ）

• Cisco IOSルータにおける EIGRPルーティング （10ページ）

ステップ 1 次のいずれかを実行します。

•（デバイスビュー）ポリシーセレクタから [プラットフォーム（Platform）]>[ルーティング（Routing）]
> [EIGRP]を選択し、作業領域の [インターフェイス（Interfaces）]タブをクリックします。

•（ポリシービュー）ポリシータイプセレクタから [ルータプラットフォーム（Router Platform）] >
[ルーティング（Routing）] > [EIGRP]を選択します。既存のポリシーを選択するか新しいポリシーを
作成し、 [インターフェイス（Interface）]タブをクリックします。

ルーティングポリシーの設定

14

ルーティングポリシーの設定

EIGRPインターフェイスのプロパティの定義



[EIGRPインターフェイス（ EIGRP Interfaces）]タブが表示されます。このタブのフィールドの説明につい
ては、表 7 : EIGRPの [Interfaces]タブ （20ページ）を参照してください。

ステップ 2 EIGRPの [インターフェイス（Interfaces）]タブで、テーブルからインターフェイスを選択し、[編集（Edit）]
をクリックするか、[追加（Add）]をクリックしてインターフェイス定義を作成します。[EIGRPインター
フェイス（EIGRP Interface）]ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスのフィールド
の説明については、表 8 : [EIGRP Interface]ダイアログボックス （21ページ）を参照してください。

ステップ 3 インターフェイスプロパティを変更する自律システムの AS番号を選択します。自律システムの定義の詳
細については、 EIGRPルートの定義 （12ページ）を参照してください。

ステップ 4 定義するインターフェイスの名前またはインターフェイスロールを入力します。または、[選択（Select）]
をクリックしてリストからインターフェイスロールを選択するか、新しいインターフェイスロールを作成

します。詳細については、ポリシー定義中の IPアドレスの指定を参照してください。

ステップ 5 （任意）[Hello Interval]フィールドで、選択したインターフェイスで送信される helloパケット間のデフォ
ルトの間隔を変更します。

デフォルトの間隔が 60秒の低速（T1以下）の NBMAメディアを除き、すべてのインターフェイスでデ
フォルトは 5秒です。

ステップ 6 （任意）[スプリットホライズン（Split Horizon）]チェックボックスをオフにして、スプリットホライズン
機能をディセーブルにします。この機能をディセーブルにすると、選択したインターフェイスで、ルート

の学習元のインターフェイスからそのルートをアドバタイズできます。

一般に、変更によってルートが正しくアドバタイズされることがアプリケーションにとって必要

であることが確実な場合以外は、スプリットホライズンをディセーブルにしないことを推奨しま

す。シリアルインターフェイスでスプリットホライズンをディセーブルにし、そのインターフェ

イスがパケットスイッチドネットワークに接続されている場合、そのネットワーク上のすべての

関連するマルチキャストグループ内のすべてのルータおよびアクセスサーバに対して、スプリッ

トホライズンをディセーブルにする必要があります。

（注）

ステップ 7 [OK]をクリックして定義をクライアントにローカルに保存し、ダイアログボックスを閉じます。インター
フェイス定義は、[EIGRPインターフェイス（EIGRP Interface）]タブのテーブルに表示されます。

EIGRPへのルートの再配布
再配布とは、EIGRPなどのルーティングプロトコルを使用して、他の方法（別のルーティン
グプロトコルなど）で学習されたルート、スタティックルート、または直接接続されたルー

トをアドバタイズすることです。たとえば、RIPルーティングプロトコルから EIGRP自律シ
ステム（AS）にルートを再配布できます。再配布は、複数プロトコル環境で動作しているネッ
トワークに必要であり、すべての IPベースルーティングプロトコルに適用できます。

はじめる前に

•少なくとも 1つのEIGRP自律システムを定義します。EIGRPルートの定義 （12ページ）
を参照してください。

関連項目
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• EIGRPルートの定義 （12ページ）

• EIGRPインターフェイスのプロパティの定義 （13ページ）

• Cisco IOSルータにおける EIGRPルーティング （10ページ）

ステップ 1 次のいずれかを実行します。

•（デバイスビュー）ポリシーセレクタから [プラットフォーム（Platform）]>[ルーティング（Routing）]
> [EIGRP]を選択し、作業領域の [再配布（Redistribution）]タブをクリックします。

•（ポリシービュー）ポリシータイプセレクタから [ルータプラットフォーム（Router Platform）] >
[ルーティング（Routing）] > [EIGRP]を選択します。既存のポリシーを選択するか、または新しいポ
リシーを作成し、[再配布（Redistribution）]タブをクリックします。

EIGRPの [Redistribution]タブが表示されます。このタブのフィールドの説明については、表 9 : EIGRPの
[Redistribution]タブ （22ページ）を参照してください。

ステップ 2 EIGRPの [再配布（Redistribution）]タブで、[EIGRP再配布マッピング（EIGRP Redistribution Mappings）]
テーブルから行を選択し、[編集（Edit）]をクリックするか、[追加（Add）]をクリックしてマッピングを
作成します。[EIGRPRedistributionMapping]ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックス
のフィールドの説明については、表 10 : [EIGRP再配布マッピング（EIGRPRedistributionMapping）]ダイア
ログボックス （23ページ）を参照してください。

ステップ 3 表示されるリストから既存の EIGRP ASを選択します。

ステップ 4 選択した EIGRP ASにルートを再配布するプロトコルを選択します。

スタティックルート、RIPルート、BGPAS、EIGRPAS、およびOSPFプロセスごとに 1つのマッ
ピングを作成できます。

（注）

ステップ 5 （任意）[Metrics]で、メトリックの計算に使用されるフィールドに値を入力して、再配布されるルートの
デフォルトのメトリック（コスト）を変更します。メトリックによって、ルートのプライオリティが決ま

ります。

メトリックの入力は任意ですが、値を指定する場合は、5つのパラメータすべての値を入力する
必要があります。1つのEIGRPプロセスを別のEIGRPプロセスに再配布する場合は、メトリック
値を定義する必要はありません。

（注）

ステップ 6 [OK]をクリックして定義をクライアントにローカルに保存し、ダイアログボックスを閉じます。再配布
マッピングが、EIGRPの [再配布（Redistribution）]タブの [再配布マッピング（Redistribution Mapping）]
テーブルに表示されます。

[EIGRP]ルーティングポリシーページ
Enhanced InteriorGatewayRouting Protocol（EIGRP）は、最小のネットワークトラフィックで非
常に迅速なコンバージェンス時間を提供するスケーラブルな Interior Gateway Protocolです。

ルーティングポリシーの設定
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[EIGRP]ルーティングページの次のタブから、EIGRPルーティングポリシーを設定できます。

• [EIGRP]ページ：[セットアップ（Setup）]タブ （17ページ）

• [EIGRP]ページ：[インターフェイス（Interfaces）]タブ （19ページ）

• [EIGRP]ページ - [Redistribution]タブ （21ページ）

詳細については、 Cisco IOSルータにおける EIGRPルーティング （10ページ）を参照してく
ださい。

ナビゲーションパス

•（デバイスビュー）ポリシーセレクタから [プラットフォーム（Platform）] > [ルーティン
グ（Routing）] > [EIGRP]を選択します。

•（ポリシービュー）ポリシータイプセレクタから [ルータプラットフォーム（Router
Platform）] > [ルーティング（Routing）] > [EIGRP]を選択します。[EIGRP]を右クリッ
クしてポリシーを作成するか、または共有ポリシーセレクタから既存ポリシーを選択しま

す。

[EIGRP]ページ：[セットアップ（Setup）]タブ
EIGRPの [Setup]タブを使用して、EIGRPルートを表示、作成、編集、および削除します。

ナビゲーションパス

[EIGRP]ルーティングポリシーページ （16ページ）に移動し、[セットアップ（Setup）]タ
ブをクリックします。

関連項目

• EIGRPルートの定義 （12ページ）

• [EIGRP]ページ：[インターフェイス（Interfaces）]タブ （19ページ）

• [EIGRP]ページ - [Redistribution]タブ （21ページ）

•テーブルカラムおよびカラム見出しの機能

•テーブルのフィルタリング

フィールドリファレンス

表 5 : EIGRPの [セットアップ（Setup）]タブ

説明要素

自律システムを他のルータに対して識別する自律システム番号。AS番号（AS Number）

ルーティングポリシーの設定
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説明要素

ルートに含まれるネットワークの名前。ネットワーク

ルーティング更新をネイバーと送受信しないインターフェイス。パッシブインターフェイス

選択したルートで自動サマライズがアクティブかどうかを指定し

ます。

自動集約（Auto-Summary）

[EIGRPのセットアップ（EIGRP Setup）]ダイアログボックス
（18ページ）が開きます。ここから、EIGRPルートを作成でき
ます。

[追加（Add）]ボタン

[EIGRPのセットアップ（EIGRP Setup）]ダイアログボックス
（18ページ）が開きます。ここから、選択した EIGRPルートを
編集できます。

[編集（Edit）]ボタン

選択した EIGRPルートをテーブルから削除します。[削除（Delete）]ボタン

[EIGRPのセットアップ（EIGRP Setup）]ダイアログボックス

[EIGRP Setup]ダイアログボックスを使用して、EIGRPルートを追加または編集します。

ナビゲーションパス

[EIGRP]ページ：[セットアップ（Setup）]タブ （17ページ）に移動してから、テーブルの下
にある [追加（Add）]または [編集（Edit）]ボタンをクリックします。

関連項目

• EIGRPルートの定義 （12ページ）

•ポリシー定義中の IPアドレスの指定

•ネットワーク/ホストオブジェクトについて

フィールドリファレンス

表 6 : [EIGRPのセットアップ（EIGRP Setup）]ダイアログボックス

説明要素

EIGRPルートの自律システム番号。この番号は、自律システムを他の
ルータで識別するために使用されます。有効値は 1～ 65535です。

AS番号（AS
Number）

ルーティングポリシーの設定
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説明要素

EIGRPルートに関連付けられたネットワーク。1つ以上のネットワーク
アドレスまたはネットワーク/ホストオブジェクトをカンマで区切って入
力します。[選択（Select）]をクリックして既存のオブジェクトのリスト
からネットワーク/ホストオブジェクトを選択するか、新しいオブジェク
トを作成します。

ネットワーク

ルーティングネイバーに更新を送信しないインターフェイス。1つ以上
のインターフェイス名またはロールをカンマで区切って入力します。[選
択（Select）]をクリックして既存のオブジェクトのリストからインター
フェイス名またはロールを選択するか、新しいインターフェイスロール

オブジェクトを作成します。

インターフェイスを受動にすると、EIGRPによってルータ間の
helloパケットの交換は抑止され、ネイバー関係は失われます。
これにより、ルーティング更新のアドバタイズが停止されるだ

けでなく、着信するルーティング更新も抑止されます。

（注）

パッシブインター

フェイス

選択されている場合は、ネットワークレベルルートへのサブネットルー

トの自動サマライズをイネーブルにします。サマライズによってルーティ

ングテーブルのサイズが削減されるため、ネットワークの複雑さが低減

します。

選択解除されている場合、自動サマライズはディセーブルになります。

自動集約

（Auto-Summary）

[EIGRP]ページ：[インターフェイス（Interfaces）]タブ
EIGRPの [Interfaces]タブを使用して、選択した EIGRP自律システムのインターフェイスプロ
パティを作成、編集、および削除します。デフォルトの hello間隔の変更やスプリットホライ
ズンをディセーブルにすることも含まれます。

EIGRPの [Interfaces]タブには、[Setup]タブで少なくとも 1つの EIGRP自律システムを定
義したあとにだけアクセスできます。 [EIGRP]ページ：[セットアップ（Setup）]タブ
（17ページ）を参照してください。

（注）

ナビゲーションパス

[EIGRP]ルーティングポリシーページ （16ページ）に移動し、[インターフェイス
（Interfaces）]タブをクリックします。

関連項目

• EIGRPインターフェイスのプロパティの定義 （13ページ）

ルーティングポリシーの設定
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• [EIGRP]ページ：[セットアップ（Setup）]タブ （17ページ）

• [EIGRP]ページ - [Redistribution]タブ （21ページ）

•テーブルカラムおよびカラム見出しの機能

•テーブルのフィルタリング

フィールドリファレンス

表 7 : EIGRPの [Interfaces]タブ

説明要素

インターフェイスプロパティが定義される EIGRP自律システム
番号。

AS番号（AS Number）

選択した EIGRP自律システムに関連する、特に定義された値を
持つインターフェイス。

インターフェイス

選択したインターフェイスに対してスプリットホライズン機能が

イネーブルかディセーブルかを指定します。

Split Horizon

ネイバールータに送信されるhelloパケット間の定義済みインター
バル。

Hello間隔（Hello Interval）

[EIGRP Interface]ダイアログボックス（20ページ）が開きます。
ここから、EIGRPインターフェイス定義を作成できます。

[追加（Add）]ボタン

[EIGRP Interface]ダイアログボックス（20ページ）が開きます。
ここから、選択した EIGRPインターフェイス定義を編集できま
す。

[編集（Edit）]ボタン

選択した EIGRPインターフェイス定義をテーブルから削除しま
す。

[削除（Delete）]ボタン

[EIGRP Interface]ダイアログボックス

[EIGRP Interface]ダイアログボックスを使用して、選択した EIGRP自律システムのインター
フェイス定義を追加または編集します。

ナビゲーションパス

[EIGRP]ページ：[インターフェイス（Interfaces）]タブ （19ページ）に移動してから、テー
ブルの下にある [追加（Add）]または [編集（Edit）]ボタンをクリックします。

関連項目

• EIGRPインターフェイスのプロパティの定義 （13ページ）

ルーティングポリシーの設定

20

ルーティングポリシーの設定

[EIGRP Interface]ダイアログボックス

csm-user-guide-424_chapter1.pdf#nameddest=unique_187
csm-user-guide-424_chapter1.pdf#nameddest=unique_183


• Cisco IOSルータでの基本的なインターフェイス設定

•インターフェイスロールオブジェクトについて

フィールドリファレンス

表 8 : [EIGRP Interface]ダイアログボックス

説明要素

インターフェイスプロパティを変更する EIGRP自律システム番号を選択
します。EIGRP自律システムの詳細については、 [EIGRPのセットアップ
（EIGRP Setup）]ダイアログボックス （18ページ）を参照してくださ
い。

AS番号（AS
Number）

設定する EIGRPインターフェイスを指定します。インターフェイスまた
はインターフェイスロールの名前を入力します。または、[選択（Select）]
をクリックしてリストからインターフェイスロールオブジェクトを選択

するか、新しいオブジェクトを作成します。

インターフェイス

ルータからそのネイバーに送信される helloパケット間のデフォルトの間
隔。ルータは、helloパケットを相互に送信して、直接接続されたネット
ワーク上の他のルータについて動的に学習します。有効な値の範囲は、1
～ 65535秒です。デフォルトは 5秒です。

Hello間隔（Hello
Interval）

選択すると、ルーティングループを防止するためにスプリットホライズ

ン機能が使用されます。

選択を解除すると、スプリットホライズンがディセーブルになります。

スプリットホライズンがディセーブルになると、ルータで、ルートの学

習元の同じインターフェイスからそのルートをアドバタイズできます。

スプリットホライズンを無効にすると、フレームリレーや SMDSなどの
非ブロードキャストネットワークを扱う場合に便利です。

インターフェイスでスプリットホライズン設定を変更すると、

そのインターフェイスで到達可能な EIGRPネイバーとの隣接関
係はすべてリセットされます。

（注）

Split Horizon

[EIGRP]ページ - [Redistribution]タブ
EIGRPの [Redistribution]タブを使用して、EIGRP再配布マッピングを作成、編集、および削除
します。

ナビゲーションパス

[EIGRP]ルーティングポリシーページ （16ページ）に移動し、[再配布（Redistribution）]タ
ブをクリックします。

ルーティングポリシーの設定
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関連項目

• EIGRPへのルートの再配布 （15ページ）

• [EIGRP]ページ：[セットアップ（Setup）]タブ （17ページ）

• [EIGRP]ページ：[インターフェイス（Interfaces）]タブ （19ページ）

•テーブルカラムおよびカラム見出しの機能

•テーブルのフィルタリング

フィールドリファレンス

表 9 : EIGRPの [Redistribution]タブ

説明要素

他のルートが再配布されている EIGRPルートのエリア ID。EIGRP AS Number

再配布されているプロトコル。プロトコル

再配布されているルートの AS番号またはプロセス ID。[AS/プロセス ID（AS/Process
ID）]

ルートメトリックに対して定義された、EIGRPルートのパス
の最小帯域幅。

Bandwidth

ルートメトリックに対して定義された、パスの平均遅延。遅延

ルートメトリックに対して定義された、パスの推定信頼性を表

す値。

信頼性

ルートメトリックに対して定義された、リンクへの有効負荷

を表す値。

有効帯域幅（Effective
Bandwidth）

ルートメトリックに対して定義された、パスの最小MTU。[ MTU]

OSPFプロセスを再配布している場合は、再配布される OSPF
ルートのタイプを示します。

一致（Match）

[EIGRP再配布マッピング（EIGRP Redistribution Mapping）]ダ
イアログボックス（23ページ）が開きます。ここから、EIGRP
再配布マッピングを定義できます。

[追加（Add）]ボタン

[EIGRP再配布マッピング（EIGRP Redistribution Mapping）]ダ
イアログボックス （23ページ）が開きます。ここから、選択
した EIGRP再配布マッピングを編集できます。

[編集（Edit）]ボタン

選択したEIGRP再配布マッピングをテーブルから削除します。[削除（Delete）]ボタン

ルーティングポリシーの設定
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[EIGRP再配布マッピング（EIGRP Redistribution Mapping）]ダイアログボックス

[EIGRP Redistribution Mapping]ダイアログボックスを使用して、EIGRP再配布マッピングのプ
ロパティを追加または編集します。

ナビゲーションパス

[EIGRP]ページ - [Redistribution]タブ （21ページ）に移動してから、テーブルの下にある [追
加（Add）]または [編集（Edit）]ボタンをクリックします。

[EIGRPRedistribution]ダイアログボックスにアクセスする前に、少なくとも 1つのEIGRP
ASを作成する必要があります。 [EIGRP]ページ：[セットアップ（Setup）]タブ （17
ページ）を参照してください。

（注）

関連項目

• EIGRPへのルートの再配布 （15ページ）

フィールドリファレンス

表 10 : [EIGRP再配布マッピング（EIGRP Redistribution Mapping）]ダイアログボックス

説明要素

他のルートが再配布されている EIGRP AS。 [EIGRP]ページ：[セットアップ
（Setup）]タブ （17ページ）で定義した EIGRP自律システムのリストから
ID番号を選択する必要があります。

EIGRP AS
Numbers

再配布されているルーティングプロトコル。

• [Static]：スタティックルートを再配布します。ルートごとに 1つのマッ
ピングを定義できます。

• [EIGRP]：EIGRP自律システムを再配布します。表示されるフィールドに
AS番号を入力します。ASごとに 1つのマッピングを定義できます。

• [BGP]：BGP自律システムを再配布します。デバイスごとに 1つの BGP
マッピングを定義できます。[BGP Setup]タブで [BGP AS]を設定した場
合は、AS番号が表示されます。それ以外の場合は、BGP ASが定義され
ていないことを示すメッセージが表示されます。 [BGP]ページ -
[Redistribution]タブ （8ページ）を参照してください。

Protocol to
Redistribute

ルーティングポリシーの設定
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説明要素

• [OSPF]：別のOSPFプロセスを再配布します。プロセスごとに1つのマッ
ピングを定義できます。表示されるリストからプロセスを選択し、1つ以
上の一致基準を選択します。

• [Internal]：特定の ASの内部のルート。

• [External1]：ASの外部にあり、OSPFにタイプ 1外部ルートとしてイ
ンポートされるルート。

• [External2]：ASの外部にあり、選択したプロセスにタイプ2外部ルー
トとしてインポートされるルート。

• [NSAAExternal1]：ASの外部にあり、選択したプロセスにタイプ 1外
部ルートとしてインポートされる Not-So-Stubby Area（NSSA）ルー
ト。

• [NSAAExternal2]：ASの外部にあり、選択したプロセスにタイプ 2外
部ルートとしてインポートされる（NSSA）ルート。

• [RIP]：RIPルートを再配布します。

• [Connected]：インターフェイス上で IPをイネーブルにすることにより自
動的に確立されるルートを再配布します。これらのルートは、ASの外部
として再配布されます。

Protocol to
Redistribute
（続き）

再配布されたルートのデフォルトのメトリック（コスト）。次のメトリック

パラメータがあります。

• [Bandwidth]：パスの最小帯域幅（キロビット/秒）。有効値の範囲は 1～
4294967295です。

• [Delay]：パスの平均遅延（10ミリ秒単位）。有効値の範囲は、0～
4294967295です。

•信頼性：リンクの推定信頼性を表す値。有効値の範囲は 0～ 255で、255
は 100%の信頼性を表します。

•実効帯域幅：リンクの実効負荷を表す値。有効値の範囲は 1～ 255で、
255は 100%の使用率を表します。

• [MTU of Path]：パスの最大伝送単位。有効な値の範囲は 1～ 65535バイ
トです。

メトリック

ルーティングポリシーの設定
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Cisco IOSルータにおける OSPFルーティング

バージョン 4.17以降、Cisco SecurityManagerは引き続き IOSの機能をサポートしますが、
バグの修正や拡張はサポートしていません。

（注）

Open Shortest Path First（OSPF）は、距離ベクトルではなくリンクステートを使用して、1つの
自律システム（AS）内でルーティング情報を配布する Interior Gateway Routing Protocolです。
OSPFはルーティングテーブル更新ではなく Link-State Advertisement（LSA;リンクステートア
ドバタイズメント）を伝播するため、OSPFネットワークは RIPネットワークよりも迅速に収
束できます。エリアを定義して、エリア内で発生する変更に伝達する必要がある LSAの数を
制限します。

複数のOSPFエリアにインターフェイスを持つルータは、エリア境界ルータ（ABR）と呼ばれ
ます。ABRは LSAを使用して、使用可能なルートに関する情報を他の OSPFルータに送信し
ます。ゲートウェイとして動作し、OSPFを使用しているルータと他のルーティングプロトコ
ルを使用しているルータ間でトラフィックを再配布するルータは、自律システム境界ルータ

（ASBR）と呼ばれます。どのルータも ABRまたは ASBRとして機能できます。

ここでは、OSPFルーティングポリシーを作成するために実行するタスクについて説明します。

• OSPFプロセス設定の定義 （25ページ）

• OSPFエリア設定の定義 （26ページ）

• OSPFへのルートの再配布 （28ページ）

• OSPFインターフェイス設定の定義 （31ページ）

関連項目

• Cisco IOSルータにおけるスタティックルーティング （64ページ）

• Cisco IOSルータにおける RIPルーティング （54ページ）

• Cisco IOSルータにおける EIGRPルーティング （10ページ）

• Cisco IOSルータにおける BGPルーティング （1ページ）

OSPFプロセス設定の定義
OSPFプロセスパラメータを設定するには、OSPFプロセスを他のルータに対して識別するプ
ロセス ID番号を指定し、インターフェイスが受動かどうかを決定します。受動インターフェ
イスは、ネイバーにルーティング更新を送信しません。

関連項目
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• OSPFエリア設定の定義 （26ページ）

• OSPFインターフェイス設定の定義 （31ページ）

• OSPFへのルートの再配布 （28ページ）

• Cisco IOSルータにおける OSPFルーティング （25ページ）

ステップ 1 次のいずれかを実行します。

•（デバイスビュー）ポリシーセレクタから [プラットフォーム（Platform）]>[ルーティング（Routing）]
> [OSPFプロセス（OSPF Process）]を選択し、作業領域の [セットアップ（Setup）]タブをクリック
します。

•（ポリシービュー）ポリシータイプセレクタから [プラットフォーム（Platform）] > [ルーティング
（Routing）] > [RIP][Router Platform] > [Routing] > [RIP]を選択します。既存のポリシーを選択するか
新しいポリシーを作成し、[セットアップ（Setup）]タブをクリックします。

OSPFプロセスの [Setup]タブが表示されます。このタブのフィールドの説明については、表 13 : OSPFプ
ロセスの [Setup]タブ （46ページ）を参照してください。

ステップ 2 OSPFプロセスの [セットアップ（Setup）]タブで、テーブルから OSPFプロセスを選択し、[編集（Edit）]
をクリックするか、[追加（Add）]をクリックしてプロセスを作成します。[OSPFセットアップ（OSPF
Setup）]ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスのフィールドの説明については、
表 14 : [OSPF Setup]ダイアログボックス （46ページ）を参照してください。

ステップ 3 表示されるフィールドにプロセス ID番号を入力します。ここで定義するプロセス IDは、他のデバイスの
プロセス IDと一致している必要はありません。

ステップ 4 どのインターフェイスがネイバーにルーティング更新を送信しないかを定義します。

a) [パッシブインターフェイス（Passive Interfaces）]の下にある [編集（Edit）]をクリックして、[インター
フェイスの編集（Edit Interfaces）]ダイアログボックスを表示します。このダイアログボックスを使用
して、ネイバーにルーティング更新を送信しないインターフェイスを定義します。

b) 1つ以上のインターフェイスまたはインターフェイスロールの名前を入力します。または、[選択
（Select）]をクリックしてリストからインターフェイスロールを選択するか、新しいインターフェイ
スロールを作成します。詳細については、ポリシー定義中の IPアドレスの指定を参照してください。

c) [OK]をクリックして変更を保存し、[OSPFセットアップ（OSPF Setup）]ダイアログボックスに戻りま
す。

ステップ 5 [OK]をクリックして定義をクライアントにローカルに保存し、ダイアログボックスを閉じます。

OSPFエリア設定の定義
OSPFエリア設定を設定するには、エリア IDを特定のOSPFプロセスに関連付け、エリアに含
まれるネットワークを選択し、エリア内のルータによって使用される認証のタイプを選択しま

す。
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定義する各 OSPFプロセスには、少なくとも 1つの定義されたエリアが含まれている必要があ
ります。複数のエリアを定義する場合は、1つのエリアがエリア 0である必要があります。こ
れはバックボーンと呼ばれます。その他のすべてのエリアは、バックボーンに物理的に接続さ

れている必要があります。これによって、他のエリアがルーティング情報をバックボーンに注

入し、バックボーンがその他のエリアに配布できるようになります。

少なくとも 1つのOSPFプロセスを設定してから、そのプロセスのOSPFエリア/ネットワーク
設定を定義する必要があります。

関連項目

• OSPFプロセス設定の定義 （25ページ）

• OSPFインターフェイス設定の定義 （31ページ）

• OSPFへのルートの再配布 （28ページ）

• Cisco IOSルータにおける OSPFルーティング （25ページ）

ステップ 1 次のいずれかを実行します。

•（デバイスビュー）ポリシーセレクタから [プラットフォーム（Platform）]>[ルーティング（Routing）]
> [OSPFプロセス（OSPF Process）]を選択し、作業領域の [エリア（Area）]タブをクリックします。

•（ポリシービュー）ポリシータイプセレクタから [ルータプラットフォーム（Router Platform）] >
[ルーティング（Routing）] > [OSPFプロセス（OSPF Process）]を選択します。既存のポリシーを選
択するか、または新しいポリシーを作成し、[エリア（Area）]タブをクリックします。

[OSPFプロセスエリア（OSPF Process Area）]タブが表示されます。このタブのフィールドの説明について
は、表 15 : OSPFプロセスの [Area]タブ （48ページ）を参照してください。

ステップ 2 [OSPFプロセスエリア（OSPF Process Area）]タブで、テーブルからOSPFエリアを選択し、[編集（Edit）]
をクリックするか、[追加（Add）]をクリックしてエリアを作成します。[OSPF Area]ダイアログボックス
が表示されます。このダイアログボックスのフィールドの説明については、表 16 : [OSPFArea]ダイアログ
ボックス （49ページ）を参照してください。

ステップ 3 表示されるリストからプロセス IDを選択します。

ステップ 4 選択した OSPFプロセスに関連付けるエリア IDを入力します。

ステップ 5 OSPFエリアに含めるネットワークのアドレスを入力します。アドレスとネットワーク/ホストオブジェク
トの組み合わせを入力できます。または [選択（Select）]をクリックしてリストからネットワーク/ホスト
オブジェクトを選択するか、または新しいオブジェクトを作成します。詳細については、ポリシー定義中

の IPアドレスの指定を参照してください。

ステップ 6 OSPFエリアで使用する認証タイプ（MD5、クリアテキスト、またはなし）を選択します。セキュリティ
が問題となる場合は、MD5を推奨します。次の点に注意してください。

•認証タイプは、同じエリア内のすべてのルータおよびアクセスサーバで同じである必要があります。
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•エリアに対してクリアテキスト認証を指定すると、認証はタイプ 1（単純なパスワード）に設定され
ます。ネットワーク上のすべてのルータは、OSPFを使用して相互に通信するために、同じクリアテ
キストパスワードを使用する必要があります。

•エリア全体でMD5パスワードを同じにする必要はありませんが、ネイバー間では同じにする必要があ
ります。

•インターフェイス認証（OSPFインターフェイス設定の定義 （31ページ）を参照）を使用する場合、
エリアで使用する認証タイプが、インターフェイスで使用する認証タイプと一致する必要があります。

ステップ 7 [OK]をクリックして定義を保存します。OSPFエリアが、OSPFの [Area]タブに表示されるテーブルに表
示されます。

OSPFへのルートの再配布
再配布とは、OSPFなどのルーティングプロトコルを使用して、他の方法（別のルーティング
プロトコルなど）で学習されたルート、スタティックルート、または直接接続されたルートを

アドバタイズすることです。たとえば、RIPルーティングプロトコルから OSPFドメインに
ルートを再配布できます。再配布は、複数プロトコル環境で動作しているネットワークに必要

であり、すべての IPベースルーティングプロトコルに適用できます。

他のルーティングプロトコルまたはスタティックルートからOSPFへルートを再配布すると、
これらのルートは OSPF外部ルート（タイプ 1またはタイプ 2）になります。

OSPFへのルートの再配布では、次のことを行います。

• OSPF再配布マッピングの定義 （28ページ）

• OSPF最大プレフィックス値の定義 （30ページ）

関連項目

• OSPFプロセス設定の定義 （25ページ）

• OSPFエリア設定の定義 （26ページ）

• OSPFインターフェイス設定の定義 （31ページ）

• Cisco IOSルータにおける OSPFルーティング （25ページ）

OSPF再配布マッピングの定義

OSPF再配布マッピングを定義するときは、再配布するプロトコルと、そのプロトコルのルー
トを再配布する先のOSPFプロセスを選択する必要があります。また、再配布されるルートの
プライオリティを決定するメトリック、および作成する外部 OSPFルートのタイプ（タイプ 1
またはタイプ 2）を手動で定義できます。
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同じOSPFプロセスに複数のマッピングを作成できます。たとえば、RIPルートと EIGRPルー
トの両方を同じ OSPFプロセスに再配布できます。他の OSPFプロセスからルートを再配布す
ることもできます。

OSPF Not-So-Stubby Area（NSSA）への再配布によって、NSSAエリア内だけで存在可能
な、タイプ 7と呼ばれる特別なタイプのリンクステートアドバタイズメント（LSA）が
作成されます。この LSAは、NSSA Autonomous System Border Router（ASBR;自律システ
ム境界ルータ）によって生成され、NSSA Area Border Router（ABR;エリア境界ルータ）
によってタイプ 5 LSAに変換されて、これが OSPFドメインに伝播されます。

（注）

タイプ 1とタイプ 2の外部ルート

タイプ 1とタイプ 2という 2つのタイプの OSPF外部ルートがあります。2つの違いは、ルー
トのコスト（メトリック）の計算方法に関係します。タイプ1ルートのコストは、そのルート
に到達するために使用される外部コストと内部コストの合計です。タイプ 2ルートのコスト
は、外部コストだけに基づきます。デフォルトでは、外部ルートはタイプ2として定義されま
す。ただし、同じ宛先へは、タイプ 1ルートがタイプ 2ルートよりも常に優先されます。

はじめる前に

•少なくとも 1つのOSPFプロセスを定義します。OSPFプロセス設定の定義 （25ページ）
を参照してください。

関連項目

• OSPF最大プレフィックス値の定義 （30ページ）

• OSPFへのルートの再配布 （28ページ）

ステップ 1 次のいずれかを実行します。

•（デバイスビュー）ポリシーセレクタから [プラットフォーム（Platform）]> [ルーティング（Routing）]
> [OSPFプロセス（OSPF Process）]を選択し、作業領域の [再配布（Redistribution）]タブをクリック
します。

•（ポリシービュー）ポリシータイプセレクタから [プラットフォーム（Platform）] > [ルーティング
（Routing）] > [RIP][Router Platform] > [Routing] > [RIP]を選択します。既存のポリシーを選択するか
新しいポリシーを作成し、[再配布（Redistribution）]タブをクリックします。

[OSPF Process Redistribution]タブが表示されます。このタブのフィールドの説明については、表 17 : OSPF
プロセスの [Redistribution]タブ （50ページ）を参照してください。

ステップ 2 OSPFプロセスの [再配布（Redistribution）]タブで、[OSPF再配布マッピング（OSPFRedistributionMappings）]
テーブルから行を選択し、[編集（Edit）]をクリックするか、[追加（Add）]をクリックしてマッピングを
作成します。[OSPF Redistribution Mapping]ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックス
のフィールドの説明については、表 18 : [OSPF Redistribution Mapping]ダイアログボックス （52ページ）
を参照してください。
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ステップ 3 表示されるリストから既存の OSPFプロセスを選択します。

ステップ 4 選択した OSPFプロセスにルートを再配布するプロトコルを選択します。

スタティックルート、RIPルート、BGPAS、EIGRPAS、およびOSPFプロセスごとに 1つのマッ
ピングを作成できます。

（注）

ステップ 5 （任意）再配布されたルートのデフォルトのメトリック（コスト）を修正します。メトリックによって、
ルートのプライオリティが決まります。

ステップ 6 作成する外部ルートのメトリックタイプ（タイプ 1またはタイプ 2）を選択します。デフォルトはタイプ
2です。

ステップ 7 （オプション）[サブネットに制限（Limit to Subnets）]チェックボックスをオンにして、サブネット化され
たルートだけを再配布します。デフォルトでは、このオプションは選択されていません。

ステップ 8 [OK]をクリックして定義を保存します。再配布マッピングが、OSPFプロセスの [Redistribution]タブの
[Redistribution Mapping]テーブルに表示されます。

OSPF最大プレフィックス値の定義

選択した OSPFプロセスに他のプロトコルまたは OSPFプロセスから再配布できるプレフィッ
クス（ルート）の最大数を定義できます。制限を設定すると、再配布されるルートが多すぎて

ルータがフラッド状態になるのを防止できます。たとえば、最大数を定義しないと、BGPが
OSPFに再配布されるときにフラッディングが発生する可能性があります。

最大プレフィックス値を定義する場合、この最大値に達したときに、それ以上ルートが再配布

されないようにするか、警告を発行するだけかを決定できます。

再配布制限は、すべての IP再配布プレフィックスに適用されます。合計されるプレフィック
スも含まれます。この制限は、タイプ 7からタイプ 5への変換の結果として生成されるデフォ
ルトルートまたはプレフィックスには適用されません。

はじめる前に

•少なくとも 1つの OSPFプロセスを定義します。少なくとも 1つの OSPFプロセスを定義
します。 OSPFプロセス設定の定義 （25ページ）を参照してください。

•少なくとも 1つの OSPF再配布マッピングを定義します。 OSPF再配布マッピングの定義
（28ページ）を参照してください。

関連項目

• OSPF再配布マッピングの定義 （28ページ）

• OSPFへのルートの再配布 （28ページ）

ステップ 1 次のいずれかを実行します。
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•（デバイスビュー）ポリシーセレクタから [プラットフォーム（Platform）]> [ルーティング（Routing）]
> [OSPFプロセス（OSPF Process）]を選択し、作業領域の [再配布（Redistribution）]タブをクリック
します。

•（ポリシービュー）ポリシータイプセレクタから [ルータプラットフォーム（Router Platform）] > [ルー
ティング（Routing）] > [OSPFプロセス（OSPFProcess）]を選択します。既存のポリシーを選択するか
新しいポリシーを作成し、[再配布（Redistribution）]タブをクリックします。

[OSPF Process Redistribution]タブが表示されます。このタブのフィールドの説明については、表 17 : OSPF
プロセスの [Redistribution]タブ （50ページ）を参照してください。

ステップ 2 OSPFプロセスの [プロセスの再配布（Process Redistribution）]タブで、[最大プレフィックスマッピング
（Max Prefix Mapping）]テーブルから行を選択し、[編集（Edit）]をクリックするか、[追加（Add）]をク
リックして定義を作成します。[Max Prefix Mapping]ダイアログボックスが表示されます。このダイアログ
ボックスのフィールドの説明については、表 19 : [OSPFMax PrefixMapping]ダイアログボックス （53ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 3 表示されるリストから既存の OSPFプロセスを選択します。

ステップ 4 [Max Prefix]フィールドで、選択した OSPFプロセスに再配布できるルートの最大数を入力します。

ステップ 5 （任意）デフォルトしきい値のパーセンテージを変更します。再配布されるルートの数がこのしきい値に
達すると、警告が発行されます。デフォルトでは、しきい値は定義された最大プレフィックス値の 75%で
す。

ステップ 6 （任意）最大プレフィックス値に達したときの動作を選択します。

• [Enforce Maximum Route]：選択したプロセスにルートがそれ以上再配布されないようにします。

• [WarningOnly]：追加の警告を発行しますが、最大プレフィックス値に達したあともルートの再配布は
続行されます。

最大プレフィックス値を超えたあともルートの再配布を続行すると、フラッディングが発生する

可能性があります。

（注）

ステップ 7 [OK]をクリックして定義を保存します。最大プレフィックス定義は、OSPFプロセスの [Redistribution]タ
ブの [Maximum Prefix]テーブルに表示されます。

OSPFインターフェイス設定の定義
インターフェイス固有のさまざまなOSPFパラメータを変更できます。ここでは、これらのパ
ラメータを定義する方法について説明します。特定のパラメータについては、次の項を参照し

てください。

•インターフェイスコストについて （33ページ）

•インターフェイスプライオリティについて （33ページ）

• MTU不一致検出のディセーブル化 （34ページ）

• OSPFタイマー設定について （35ページ）
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• LSAフラッディングのブロック （35ページ）

• OSPFネットワークタイプについて （36ページ）

• OSPFインターフェイス認証について （37ページ）

関連項目

• OSPFプロセス設定の定義 （25ページ）

• OSPFエリア設定の定義 （26ページ）

• OSPFへのルートの再配布 （28ページ）

• Cisco IOSルータにおける OSPFルーティング （25ページ）

ステップ 1 次のいずれかを実行します。

•（デバイスビュー）ポリシーセレクタから [プラットフォーム（Platform）]> [ルーティング（Routing）]
> [OSPFインターフェイス（OSPF Interface）]を選択します。

•（ポリシービュー）ポリシータイプセレクタから [ルータプラットフォーム（Router Platform）] > [ルー
ティング（Routing）] > [OSPFインターフェイス（OSPF Interface）]を選択します。既存のポリシーを
選択するか、または新しいポリシーを作成します。

[OSPF Interface]ページが表示されます。このページのフィールドの説明については、表 11 : [OSPF Interface]
ページ （39ページ）を参照してください。

ステップ 2 [OSPFインターフェイス（OSPF Interface）]ページで、テーブルからインターフェイス定義を選択し、[編
集（Edit）]をクリックするか、[追加（Add）]をクリックして定義を作成します。[OSPF Interface]ダイア
ログボックスが表示されます。このダイアログボックスのフィールドの説明については、表 12 : [OSPF
Interface]ダイアログボックス （40ページ）を参照してください。

ステップ 3 定義するインターフェイスの名前またはインターフェイスロールを入力します。または、[選択（Select）]
をクリックしてリストからインターフェイスロールを選択するか、新しいインターフェイスロールを作成

します。詳細については、ポリシー定義中のインターフェイスの指定を参照してください。

ステップ 4 インターフェイス認証を定義します。インターフェイスに対して選択する認証タイプは、エリアに対して
選択する認証タイプと一致している必要があります（ OSPFエリア設定の定義 （26ページ）を参照）。

OSPF情報を交換するには、同じネットワーク上のすべての隣接ルータが同じパスワードを持っている必要
があります。詳細については、OSPFインターフェイス認証について （37ページ）を参照してください。

キー ID番号は、複数のパスワードに関連付けることができます。これは、パスワードを移行する簡単で安
全な方法です。たとえば、あるパスワードを別のパスワードに移行するには、異なるキー IDでパスワード
を設定してから、最初のキーを削除します。

キー ID番号は、複数のパスワードに関連付けることができます。これは、パスワードを移行する
簡単で安全な方法です。たとえば、あるパスワードを別のパスワードに移行するには、異なるキー

IDでパスワードを設定してから、最初のキーを削除します。

ヒント
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セキュリティ上の目的から、OSPFパケットにはクリアテキスト認証を使用しないでください。
クリアテキスト認証では、各パケットで暗号化されていない認証キーが送信されます。クリアテ

キスト認証は、セキュリティが問題でない場合、たとえば誤って設定されたホストがルーティン

グに参加しないことを確認する場合にだけ使用します。

（注）

ステップ 5 （任意）[プロパティ（Properties）]で、必要に応じてインターフェイスパラメータを設定します。各パラ
メータについては、表 12 : [OSPF Interface]ダイアログボックス （40ページ）を参照してください。

ステップ 6 [OK]をクリックして定義を保存します。定義されたインターフェイスが、[OSPF Interface]ページに表示さ
れます。

ステップ 7 このプロセスを繰り返して、その他の OSPFインターフェイスのインターフェイス固有のパラメータを定
義します。

インターフェイスコストについて

OSPFインターフェイスのコストとは、そのインターフェイスでパケットを送信する場合のコ
ストを表すメトリックのことです。デフォルトでは、このコストは次の式で計算されます。

10 8/帯域幅（ビット/秒）

たとえば、ファストイーサネットインターフェイスの帯域幅が 10Mbps（10 7と等しい）の場

合、そのインターフェイスでパケットを送信するコストは 10 8 / 10 7、または 10として計算さ
れます。この式によって、インターフェイスの帯域幅とそのコスト間の反比例関係が確立され

ます。帯域幅が大きくなると、コストは低くなります。

コストは計算される値ですが、選択したインターフェイスのコストを手動で入力できます。

関連項目

•インターフェイスプライオリティについて （33ページ）

• MTU不一致検出のディセーブル化 （34ページ）

• LSAフラッディングのブロック （35ページ）

• OSPFタイマー設定について （35ページ）

• OSPFネットワークタイプについて （36ページ）

• OSPFインターフェイス認証について （37ページ）

• OSPFインターフェイス設定の定義 （31ページ）

インターフェイスプライオリティについて

共通セグメントを共有するルータは、Helloプロトコルによって、そのセグメント上でネイバー
に選出されます。選出は、ネイバーの helloパケットにリストされていることをルータ自体が
確認するとすぐに行われます。隣接関係は、次のステップです。隣接ルータとは、単純なHello
交換を越えて、データベース交換へと進むルータです。
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各マルチアクセス（ポイントツーポイントではない）セグメントで、OSPFは 1つのルータを
そのセグメントの Designated Router（DR;指定ルータ）として選出します。DRは、情報交換
を最小限にするために接続を一元的に管理する場所として機能します。セグメント内の各ルー

タは、更新をDRに送信し、DRはその情報を他のルータに中継します。DRがダウンしたとき
のために、別のルータが Backup Designated Router（BDR;バックアップ指定ルータ）として選
出されます。

DRおよび BDR選出は、Helloプロトコルを通じて実行されます。OSPFプライオリティが最
も高いルータが、そのセグメントのDRになります。次に、BDRについて同じプロセスが繰り
返されます。プライオリティが同じ場合は、Router ID（RID;ルータ ID）が上位のルータが選
出されます。デフォルトでは、各インターフェイスのプライオリティは1ですが、必要に応じ
て、選択したインターフェイスに高いプライオリティを割り当てることができます。

プライオリティ設定は、ポイントツーポイントの非ブロードキャストインターフェイス

には適用されません。

（注）

関連項目

•インターフェイスコストについて （33ページ）

• MTU不一致検出のディセーブル化 （34ページ）

• LSAフラッディングのブロック （35ページ）

• OSPFタイマー設定について （35ページ）

• OSPFネットワークタイプについて （36ページ）

• OSPFインターフェイス認証について （37ページ）

• OSPFインターフェイス設定の定義 （31ページ）

MTU不一致検出のディセーブル化

MTUは、特定のインターフェイスで処理できる最大パケットサイズです。あるルータが、ネ
イバールータ上のMTU設定よりも大きい DBDパケットを送信した場合、ネイバールータは
そのパケットを無視します。多くの場合、MTUの不一致によって2台のルータはexstart/exchange
状態になり、OSPF隣接関係が確立されません。そのため、すべてのネイバールータが同じ
MTU設定を共有し、MTU不一致検出がイネーブルになっていることが重要です。

ただし、MTU不一致検出をディセーブルにすることもできます。これは、MTUが異なる以外
は有効な設定である2台のデバイス間で、不一致検出によって隣接関係が確立されない場合に
役立ちます。

関連項目

•インターフェイスコストについて （33ページ）
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•インターフェイスプライオリティについて （33ページ）

• LSAフラッディングのブロック （35ページ）

• OSPFタイマー設定について （35ページ）

• OSPFネットワークタイプについて （36ページ）

• OSPFインターフェイス認証について （37ページ）

• OSPFインターフェイス設定の定義 （31ページ）

LSAフラッディングのブロック

デフォルトでは、OSPFは、LSAが到着したインターフェイスを除き、同じエリア内のすべて
のインターフェイスで新しい LSAをフラッドします。冗長性は必要ですが、過度な冗長性に
より帯域幅が浪費されることがあります。完全メッシュなどの特定のトポロジでは、過度のリ

ンクおよび CPU使用率のために、LSAフラッディングによってネットワークが不安定になる
可能性があります。そのため、ブロードキャスト、非ブロードキャスト、およびポイントツー

ポイントネットワーク上の選択したインターフェイスへの LSAフラッディングをブロックで
きます。

関連項目

•インターフェイスコストについて （33ページ）

•インターフェイスプライオリティについて （33ページ）

• MTU不一致検出のディセーブル化 （34ページ）

• OSPFタイマー設定について （35ページ）

• OSPFネットワークタイプについて （36ページ）

• OSPFインターフェイス認証について （37ページ）

• OSPFインターフェイス設定の定義 （31ページ）

OSPFタイマー設定について

OSPFでは、動作中に一連のタイマーが使用されます。

• [Hello Interval]：インターフェイスが helloパケットを送信する頻度を決定します。helloパ
ケットは、ネイバーの取得に使用され、ルータが機能していることのインジケータの役割

を果たします。間隔が短いほど、ネットワーク上のトポロジ変更の検出が速くなります。

ただし、間隔が短くなると、インターフェイスで送信されるトラフィックも多くなりま

す。hello間隔は、特定のネットワーク上のすべてのルータおよびアクセスサーバで同じ
である必要があります。

ルーティングポリシーの設定

35

ルーティングポリシーの設定

LSAフラッディングのブロック



• [Transmit Delay]：LSAがリンクでフラッドされる前の遅延を決定します。送信遅延設定
は、インターフェイスの送信および伝播遅延を考慮する必要があります。これらの要因

は、低速リンクおよびオンデマンドリンクを設定する場合に特に重要です。

• [Retransmit Interval]：確認応答されなかった DataBase Description（DBD）パケットをネイ
バーに再送信する前に待機する時間を決定します。再送信間隔設定を低く設定して、過度

の再送信を防止する必要があります。

シリアル回線および仮想リンクの場合は、再送信間隔を大きくする必要があります。（注）

• [Dead Interval]：ネイバーがダウンしていると宣言する前にインターフェイスが待機する時
間を決定します。この宣言は、この間隔内にネイバーからの helloパケットが届かない場
合に行われます。デッド間隔設定は、特定のネットワーク上のすべてのルータおよびアク

セスサーバで同じである必要があります。デフォルトでは、この間隔は hello間隔の 4倍
です。

関連項目

•インターフェイスコストについて （33ページ）

•インターフェイスプライオリティについて （33ページ）

• MTU不一致検出のディセーブル化 （34ページ）

• LSAフラッディングのブロック （35ページ）

• OSPFネットワークタイプについて （36ページ）

• OSPFインターフェイス認証について （37ページ）

• OSPFインターフェイス設定の定義 （31ページ）

OSPFネットワークタイプについて

デフォルトのメディアタイプに関係なく、インターフェイスの OSPFネットワークタイプを
ブロードキャストまたはNonBroadcastMultiAccess（NBMA;非ブロードキャストマルチアクセ
ス）として手動で設定できます。たとえば、マルチキャストアドレッシングをサポートしない

ルータがネットワークに含まれている場合に、この機能を使用して、ブロードキャストネット

ワーク（イーサネット、トークンリング、FDDIなど）をNBMAとして設定できます。また、
NBMAネットワーク（X.25、フレームリレー、SMDSなど）をブロードキャストネットワー
クとして設定できます。このことにより、ネイバーを設定する必要がなくなります。

NBMAネットワークをブロードキャストまたは非ブロードキャストとして設定するには、すべ
てのルータからすべてのルータへの仮想回線（VC）が存在すること（完全にメッシュ化され
たネットワーク）が前提となります。各ルータ間にVCが存在しない場合（コストの制約また
は部分的にだけメッシュ化されたネットワークの存在による）、OSPFネットワークタイプを
ポイントツーマルチポイントとして設定できます。OSPFポイントツーマルチポイントイン
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ターフェイスは、1つ以上のネイバーを持つ番号付きポイントツーポイントインターフェイス
として定義されます。複数のホストルートが作成されます。

ポイントツーマルチポイントネットワークタイプを使用する場合、直接接続されていない 2
台のルータ間のルーティングは、両方のルータへのVCを持つ第三のルータを経由します。こ
の機能を使用する場合、ネイバーを設定する必要はありません。OSPFポイントツーマルチポ
イントネットワークには、NBMAおよびポイントツーポイントネットワークと比較して、次
の利点があります。

•ポイントツーマルチポイントは、IPサブネットを1つだけ使用し、ネイバー設定または指
定ルータ選出が必要ないため、設定が簡単です。

•完全にメッシュ化されたトポロジが必要ないため、コストが低くなります。

• VCの障害時に接続が維持されるため、信頼性が高まります。

ポイントツーマルチポイントのブロードキャストネットワークでは、任意でネイバーを

定義できます。この場合、各ネイバーへのコストを指定する必要があります。ポイント

ツーマルチポイントの非ブロードキャストネットワークでは、ネイバーを識別する必要

がありますが、各ネイバーへのコストの指定は任意です。どちらの場合も、FlexConfigを
使用してネイバーを定義します。詳細については、FlexConfigポリシーとポリシーオブ
ジェクトについてを参照してください。

（注）

関連項目

•インターフェイスコストについて （33ページ）

•インターフェイスプライオリティについて （33ページ）

• MTU不一致検出のディセーブル化 （34ページ）

• LSAフラッディングのブロック （35ページ）

• OSPFタイマー設定について （35ページ）

• OSPFインターフェイス認証について （37ページ）

• OSPFインターフェイス設定の定義 （31ページ）

OSPFインターフェイス認証について

OSPFインターフェイスのネイバー認証設定を定義するには、インターフェイスを選択し、認
証タイプ（MD5またはクリアテキスト）を選択します。

MD5認証を使用する場合、ネイバールータは同じパスワードを共有する必要があります。ク
リアテキスト認証を使用する場合、OSPFを使用するネットワーク上のすべてのルータは同じ
パスワードを共有する必要があります。
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新しいキーを使用してインターフェイスを設定すると、ルータは、それぞれ異なるキーで認証

された複数の同一パケットを送信します。すべてのネイバーが新しいキーを採用したことを

ルータが検出すると、重複パケットの送信を停止します。

攻撃者はOSPFと他のプロトコル（RIPなど）との間のルート再配布を利用してルーティ
ング情報を操作できるため、可能なかぎり、すべてのルーティングプロトコルで認証を

使用する必要があります。

（注）

関連項目

•インターフェイスコストについて （33ページ）

•インターフェイスプライオリティについて （33ページ）

• MTU不一致検出のディセーブル化 （34ページ）

• LSAフラッディングのブロック （35ページ）

• OSPFタイマー設定について （35ページ）

• OSPFネットワークタイプについて （36ページ）

• OSPFインターフェイス認証について （37ページ）

[OSPF Interface]ポリシーページ
[OSPF Interface]ページを使用して、インターフェイス固有のOSPF設定を表示、作成、編集、
および削除します。詳細については、 OSPFインターフェイス設定の定義 （31ページ）を参
照してください。

ナビゲーションパス

•（デバイスビュー）ポリシーセレクタから [プラットフォーム（Platform）]> [ルーティン
グ（Routing）] > [OSPFインターフェイス（OSPF Interface）]を選択します。

•（ポリシービュー）ポリシータイプセレクタから [ルータプラットフォーム（Router
Platform）] > [ルーティング（Routing）] > [OSPFインターフェイス（OSPF Interface）]
を選択します。 [OSPFインターフェイス（OSPF Interface）]を右クリックしてポリシーを
作成するか、または共有ポリシーセレクタから既存のポリシーを選択します。

関連項目

• [OSPF Process]ポリシーページ （44ページ）

•テーブルカラムおよびカラム見出しの機能

•テーブルのフィルタリング
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フィールドリファレンス

表 11 : [OSPF Interface]ページ

説明要素

OSPFをイネーブルにするインターフェイスの名前（インター
フェイスロールによって定義）。

インターフェイス

選択したインターフェイスでイネーブルにするOSPFネイバー
認証のタイプ。

認証

MD5認証に使用される認証キーの識別番号。Key ID

選択したインターフェイスでパケットを送信するコスト（この

値が通常計算されるコストと異なる場合）。

コスト（Cost）

選択したインターフェイスのプライオリティ。プライオリティ

選択したインターフェイスで最大伝送単位（MTU）検出がディ
セーブルかどうかを示します。

MTU Ignore

選択したインターフェイスでリンクステートアドバタイズメ

ント（LSA）フラッディングがディセーブルかどうかを示しま
す。

Database Filter

このインターフェイスで送信されるhelloパケット間の間隔（秒
単位）。

Hello間隔（Hello Interval）

LSAがリンク上にフラッディングされる前にOSPFが待機する
時間（秒単位）。

送信遅延（Transmit Delay）

選択したインターフェイスでの LSA再送信間隔（秒単位）。再送信間隔（Retransmit
Interval）

helloパケットがないためネイバールータがデッドであると宣
言する前に OSPFが待機する間隔（秒単位）。

dead間隔（Dead Interval）

選択したインターフェイスに対して設定されるネットワーク

タイプ（デフォルトのメディアと異なる場合）。

ネットワークタイプ

（Network Type）

[OSPF Interface]ダイアログボックス （40ページ）が開きま
す。ここから、OSPFインターフェイスのプロパティを定義で
きます。

[追加（Add）]ボタン

[OSPF Interface]ダイアログボックス （40ページ）が開きま
す。ここから、選択したOSPFインターフェイスのプロパティ
を編集できます。

[編集（Edit）]ボタン
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説明要素

選択したOSPFインターフェイス定義をテーブルから削除しま
す。

[削除（Delete）]ボタン

[OSPF Interface]ダイアログボックス
[OSPF Interface]ダイアログボックスを使用して、OSPFインターフェイスのプロパティを追加
または編集します。

ナビゲーションパス

[OSPF Interface]ポリシーページ （38ページ）に移動してから、テーブルの下にある [追加
（Add）]または [編集（Edit）]ボタンをクリックします。

関連項目

• OSPFインターフェイス設定の定義 （31ページ）

• Cisco IOSルータにおける OSPFルーティング （25ページ）

• Cisco IOSルータでの基本的なインターフェイス設定

•インターフェイスロールオブジェクトについて

フィールドリファレンス

表 12 : [OSPF Interface]ダイアログボックス

説明要素

設定する OSPFインターフェイス。インターフェイスの名前またはインター
フェイスのロールを入力します。または、[選択（Select）]をクリックしてリ
ストからオブジェクトを選択するか、新しいオブジェクトを作成します。

インターフェ

イス

（Interface）
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説明要素

[Type]：選択したインターフェイスで使用される認証タイプ。

• [MD5]：認証にMD5ハッシュアルゴリズムを使用します。これがデフォ
ルトです。

• [Clear Text]：認証にクリアテキストパスワードを使用します。

• [None]：認証を使用しません。

インターフェイスで使用される認証タイプは、エリアに対して定義

された認証タイプと一致している必要があります。

（注）

プレーンテキスト認証は、セキュリティが問題でない場合、たとえ

ば誤って設定されたホストがルーティングに参加しないことを確認

する場合にだけ使用します。

（注）

• [Key ID]：認証タイプとして [MD5]を選択した場合にだけ使用できます。

認証キーの識別番号。この番号は、選択したデバイスに更新を送信し、選択

したデバイスから更新を受信する他のすべてのデバイスと共有される必要が

あります。有効値の範囲は、1～ 255です。

• [Key]：認証（MD5またはクリアテキスト）に使用される共有キー。こ
のキーは、選択したデバイスに更新を送信し、選択したデバイスから更

新を受信する他のすべてのデバイスと共有される必要があります。

[Confirm]フィールドにこのキーを再入力します。

クリアテキストを使用する場合、キーにはキーボードから入力できる任意の

連続した文字列を含めることができます（最大 8バイト）。

MD5を使用する場合、キーに使用できるのは英数字だけです（最大 16バイ
ト）。

認証

このインターフェイスでパケットを送信するコスト。ここに入力する値は、

デフォルトで計算されるコスト（108 /帯域幅（ビット/秒））よりも優先され
ます。

有効値の範囲は 1～ 65535です。

コスト

（Cost）
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説明要素

インターフェイスのデフォルトのプライオリティ。プライオリティは、どの

ルータがそのセグメントのDesignatedRouter（DR;指定ルータ）およびBackup
Designated Router（BDR;バックアップ指定ルータ）になるかを決定するため
に使用されます。数字が大きいほど、優先順位は高くなります。

デフォルトのプライオリティは 1です。有効値の範囲は 0～ 255です。

インターフェイスがDRまたはBDRとして選出されないようにする
には、プライオリティ 0を割り当てます。ポイントツーポイント
ネットワークではなくマルチアクセスネットワークへのインター

フェイスについてだけ、ルータプライオリティを設定します。

（注）

プライオリ

ティ

選択すると、ネイバールータ間のMTU不一致を無視します。

選択を解除すると、MTU不一致検出がイネーブルになります。

通常、このオプションは使用されません。ルータが exstart/exchange
状態になり、OSPF隣接関係が確立されなくなる可能性があるため
です。

（注）

MTU Ignore

選択すると、選択したインターフェイスへのリンクステートアドバタイズメ

ント（LSA）フラッディングがブロックされます。

選択を解除すると、LSAフラッディングが許可されます。

完全にメッシュ化されたネットワークでは、このオプションをイネー

ブルにすることを推奨します。このオプションは、ポイントツーマ

ルチポイントネットワークには使用できません。

（注）

Database Filter

選択したインターフェイスで送信される helloパケット間のデフォルトの間隔
（秒単位）。これらのパケットは、パケットを送信しているルータがまだ動

作していることを確認するために、ネイバールータによって使用されます。

有効値の範囲は、1～ 65535秒です。

hello間隔は、ネットワーク内のすべてのルータおよびアクセスサー
バで同じである必要があります。

（注）

Hello間隔
（Hello
Interval）

LSAがリンク上にフラッディングされる前に OSPFが待機する時間（秒単
位）。

デフォルト値は 1秒です。有効な値の範囲は、1～ 65535秒です。

トラフィックを大量に送信する前にキューイングする低速リンクま

たはオンデマンドリンクを設定する場合は、この値を定義するとき

に、これらのリンク遅延を考慮することを推奨します。

（注）

送信遅延

（Transmit
Delay）
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説明要素

選択したインターフェイスでの LSA再送信間隔（秒単位）。

デフォルトは 5秒です。有効な値の範囲は、1～ 65535秒です。

シリアル回線および仮想リンクの場合は、この値を大きくすること

を推奨します。

（注）

再送信間隔

（Retransmit
Interval）

helloパケットが受信されない場合に、ネイバーがデッドであるとインターフェ
イスが宣言するまでの間隔（秒単位）。有効値の範囲は 1～ 655335秒です。

通常、デッド間隔の値は hello間隔値の 4倍です。デッド間隔は、
ネットワーク内のすべてのルータおよびアクセスサーバで同じであ

る必要があります。

（注）

dead間隔
（Dead
Interval）
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説明要素

選択すると、インターフェイスによって使用されるデフォルトのメディアと

は異なるネットワークタイプを選択できます。

選択を解除すると、ネットワークタイプはインターフェイスによって使用さ

れるデフォルトのメディアと同じです。

NonBroadcastMultiAccess（NBMA;非ブロードキャストマルチアクセス）ネッ
トワーク（ATMやフレームリレーなど）の場合、オプションは次のとおりで
す。

• [Broadcast]：NBMAネットワークをブロードキャストネットワークとし
て処理します。このことにより、ネイバーを設定する必要がなくなりま

す。このオプションは、すべてのルータからすべてのルータへの仮想回

線がある場合（完全にメッシュ化されたネットワーク）に使用します。

• [Point-to-Multipoint]：非ブロードキャストネットワークを一連のポイント
ツーポイントリンクとして処理します。このオプションは、NBMAまた
はポイントツーポイントネットワークよりも設定が簡単で、コストが小

さく、高い信頼性があります。

• [Point-to-MultipointNon-Broadcast]：ネットワークの既知のネイバーをスタ
ティックに保持します。このオプションを選択すると、helloパケットの
受信によって動的に学習されたネイバーが失われる問題を回避するのに

役立ちます。

NBMAネットワークの別のオプションは、FlexConfigを使用してネ
イバーを手動で設定することです。FlexConfigポリシーとポリシー
オブジェクトについてを参照してください。

（注）

ブロードキャストネットワーク（イーサネット、トークンリング、FDDIな
ど）の場合、次を選択できます。

• [Non-Broadcast]：ブロードキャストネットワークを非ブロードキャスト
ネットワークとして処理します。

• [Point-to-Point]：ブロードキャストネットワークをポイントツーポイント
ネットワークとして処理します。このオプションを使用して、たとえば、

ネットワーク内のすべてのルータがマルチキャストアドレッシングをサ

ポートしているわけではない場合に、ブロードキャストネットワーク

（イーサネットなど）を NonBroadcast MultiAccess（NBMA;非ブロード
キャストマルチアクセス）ネットワークとして設定できます。

Configure
Network Type

[OSPF Process]ポリシーページ
OSPFは、パス選択に距離ベクトルではなくリンクステートを使用する InteriorGatewayRouting
Protocolです。OSPFはルーティングテーブル更新ではなく Link-State Advertisement（LSA;リ
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ンクステートアドバタイズメント）を伝播するため、OSPFネットワークは迅速に収束できま
す。

[OSPF Process]ページの次のタブから、OSPFプロセスポリシーを設定できます。

• [OSPF Process]ページ - [Setup]タブ （45ページ）

• [OSPF Process]ページ - [Area]タブ （47ページ）

• [OSPF Process]ページ - [Redistribution]タブ （49ページ）

詳細については、 Cisco IOSルータにおける OSPFルーティング （25ページ）を参照してく
ださい。

OSPFインターフェイスポリシーの詳細については、 [OSPF Interface]ポリシーページ
（38ページ）を参照してください。

（注）

ナビゲーションパス

•（デバイスビュー）デバイスポリシーセレクタから[プラットフォーム（Platform）]> [ルー
ティング（Routing）] > [OSPFプロセス（OSPF Process）]を選択します。

•（ポリシービュー）ポリシータイプセレクタから [ルータプラットフォーム（Router
Platform）] > [ルーティング（Routing）] > [OSPFプロセス（OSPF Process）]を選択しま
す。 [OSPFプロセス（OSPFProcess）]を右クリックしてポリシーを作成するか、または共
有ポリシーセレクタから既存のポリシーを選択します。

[OSPF Process]ページ - [Setup]タブ
OSPFプロセスの [Setup]タブを使用して、OSPFプロセスを作成、編集、および削除します。
これには、受動のままのインターフェイスの選択も含まれます。これは、ネイバーにルーティ

ング更新を送信しないことを意味します。プロセスは、ルータごとに必要な数だけ作成できま

す。

ナビゲーションパス

[OSPF Process]ポリシーページ （44ページ）に移動し、[セットアップ（Setup）] タブをク
リックします。

関連項目

• OSPFプロセス設定の定義 （25ページ）

• [OSPF Process]ページ - [Area]タブ （47ページ）

• [OSPF Process]ページ - [Redistribution]タブ （49ページ）

• [OSPF Interface]ポリシーページ （38ページ）
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•テーブルカラムおよびカラム見出しの機能

•テーブルのフィルタリング

フィールドリファレンス

表 13 : OSPFプロセスの [Setup]タブ

説明要素

OSPFルーティングプロセスを他のルータに対して識別するプロ
セス ID。

プロセス ID（Process ID）

ルーティング更新を送信しないインターフェイス。パッシブインターフェイス

[OSPF Setup]ダイアログボックス （46ページ）が開きます。こ
こから、OSPFプロセスを定義できます。

[追加（Add）]ボタン

[OSPF Setup]ダイアログボックス （46ページ）が開きます。こ
こから、選択した OSPFプロセスを編集できます。

[編集（Edit）]ボタン

選択した OSPFプロセスをテーブルから削除します。[削除（Delete）]ボタン

[OSPF Setup]ダイアログボックス

[OSPF Setup]ダイアログボックスを使用して、OSPFプロセスを追加または編集します。

ナビゲーションパス

[OSPF Process]ページ - [Setup]タブ （45ページ）に移動してから、テーブルの下にある [追加
（Add）]または [編集（Edit）]ボタンをクリックします。

関連項目

• OSPFプロセス設定の定義 （25ページ）

フィールドリファレンス

表 14 : [OSPF Setup]ダイアログボックス

説明要素

OSPFプロセスのプロセス ID番号。この番号によって、OSPFプロセ
スは他のルータに対して識別されます。他のデバイス上のプロセス ID
と一致している必要はありません。有効値は 1～ 65535です。

プロセス ID（Process
ID）
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説明要素

ルーティングネイバーに更新を送信しないインターフェイス。[編集
（Edit）]をクリックして、 [Edit Interfaces]ダイアログボックス - OSPF
受動インターフェイス （47ページ）を表示します。ここから、これ
らのインターフェイスを定義できます。

インターフェイスを受動にすると、OSPFによってネイバー
ルータへのhelloパケットの送信は抑止されます。ただし、イ
ンターフェイスでルーティング更新の受信は続行されます。

（注）

パッシブインター

フェイス

[Edit Interfaces]ダイアログボックス - OSPF受動インターフェイス

Cisco IOSルータで OSPFルーティングポリシーを設定する場合、[Edit Interfaces]ダイアログ
ボックスを使用して、ルーティングネイバーに更新を送信しないインターフェイスを指定しま

す。複数の名前またはロールを指定する場合は、カンマで区切ります。[選択（Select）]をク
リックして既存のオブジェクトのリストからインターフェイス名またはロールを選択するか、

新しいインターフェイスロールオブジェクトを作成します。

ナビゲーションパス

[OSPF Setup]ダイアログボックス （46ページ）に移動してから、[パッシブインターフェイス
（Passive Interfaces）]フィールドの [編集（Edit）]ボタンをクリックします。

関連項目

• [OSPF Process]ページ - [Setup]タブ （45ページ）

• OSPFプロセス設定の定義 （25ページ）

[OSPF Process]ページ - [Area]タブ
OSPFの [Area]タブを使用して、各 OSPFプロセスに含まれるエリアおよびネットワークを作
成、編集、および削除します。これには、各エリアによって使用される認証のタイプの選択が

含まれます。

ナビゲーションパス

[OSPF Process]ポリシーページ （44ページ）に移動し、[エリア（Area）]タブをクリックし
ます。

関連項目

• OSPFエリア設定の定義 （26ページ）

• [OSPF Process]ページ - [Setup]タブ （45ページ）

• [OSPF Process]ページ - [Redistribution]タブ （49ページ）
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• [OSPF Interface]ポリシーページ （38ページ）

•テーブルカラムおよびカラム見出しの機能

•テーブルのフィルタリング

フィールドリファレンス

表 15 : OSPFプロセスの [Area]タブ

説明要素

プロセスに関連付けられるエリアの ID番号。エリア ID（Area ID）

OSPFルーティングプロセスを他のルータに対して識別するプロ
セス ID。

プロセス ID（Process ID）

エリアに含まれるネットワーク。ネットワーク

エリアによって使用される認証タイプ（MD5、クリアテキスト、
またはなし）。

認証

[OSPF Area]ダイアログボックス （48ページ）を開きます。ここ
から、OSPFエリアを定義できます。

[追加（Add）]ボタン

[OSPF Area]ダイアログボックス （48ページ）が開きます。ここ
から、選択した OSPFエリアを編集できます。

[編集（Edit）]ボタン

選択した OSPFエリアをテーブルから削除します。[削除（Delete）]ボタン

[OSPF Area]ダイアログボックス

[OSPFArea]ダイアログボックスを使用して、OSPFエリアのプロパティを追加または編集しま
す。OSPFプロセスごとに少なくとも1つのエリアを定義する必要がありますが（ [OSPFSetup]
ダイアログボックス （46ページ）を参照）、定義しない場合でも展開は失敗しません。

ナビゲーションパス

[OSPF Process]ページ - [Area]タブ （47ページ）に移動してから、テーブルの下にある [追加
（Add）]または [編集（Edit）]ボタンをクリックします。

関連項目

• OSPFエリア設定の定義 （26ページ）

•ポリシー定義中の IPアドレスの指定

•ネットワーク/ホストオブジェクトについて
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フィールドリファレンス

表 16 : [OSPF Area]ダイアログボックス

説明要素

OSPFエリアに関連付けられるプロセス ID。リストには、 [OSPFProcess]
ページ - [Setup]タブ （45ページ）で定義されたOSPFプロセスが含ま
れます。

プロセス ID（Process
ID）

選択したプロセスに関連付けられるエリア ID番号。有効値の範囲は、
0～ 4294967295です。

エリア ID（Area ID）

OSPFエリアに追加するネットワーク。1つ以上のネットワークアドレ
スまたはネットワーク/ホストオブジェクトを入力します。または、[選
択（Select）]をクリックしてリストからオブジェクトを選択するか、
新しいオブジェクトを作成します。

ネットワーク

エリアに対して使用される認証のタイプ。

• [MD5]：（推奨）認証にMD5ハッシュアルゴリズムを使用しま
す。

• [Clear Text]：認証にクリアテキストを使用します。

• [None]：認証は使用されません。

認証タイプは、エリア内のすべてのルータおよびアクセス

サーバで同じである必要があります。

（注）

認証

[OSPF Process]ページ - [Redistribution]タブ
OSPFプロセスの [Redistribution]タブを使用して、OSPF再配布マッピングを作成、編集、およ
び削除します。これには、他のプロトコルまたは他の OSPFプロセスから OSPFに再配布でき
る最大ルート数の定義も含まれます。

ナビゲーションパス

[OSPF Process]ポリシーページ （44ページ）に移動し、[再配布（Redistribution）]タブをク
リックします。

関連項目

• OSPFへのルートの再配布 （28ページ）

• [OSPF Process]ページ - [Setup]タブ （45ページ）

• [OSPF Process]ページ - [Area]タブ （47ページ）

• [OSPF Interface]ポリシーページ （38ページ）
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•テーブルカラムおよびカラム見出しの機能

•テーブルのフィルタリング

フィールドリファレンス

表 17 : OSPFプロセスの [Redistribution]タブ

説明要素

[OSPF Redistribution Mapping]テーブル

他のルートが再配布されている OSPFルーティングドメイン
の ID。

OSPFプロセス ID（OSPF
Process ID）

再配布されているプロトコル。プロトコル

再配布されているルートの AS番号またはプロセス ID。[AS/プロセス ID（AS/Process
ID）]

OSPFプロセスを再配布している場合は、再配布されるOSPF
ルートのタイプを示します。

一致（Match）

再配布されるルートのプライオリティを決定する値。メトリック（Metric）

OSPFルーティングドメインにアドバタイズされるデフォル
トルートに関連付けられる外部リンクタイプ。

メトリックタイプ

サブネット化されたルートも再配布されるかどうかを示しま

す。

サブネット

[OSPF Redistribution Mapping]ダイアログボックス （51ペー
ジ）が開きます。ここから、OSPF再配布マッピングを定義
できます。

[追加（Add）]ボタン

[OSPF Redistribution Mapping]ダイアログボックス （51ペー
ジ）が開きます。ここから、選択した OSPF再配布マッピン
グを編集できます。

[編集（Edit）]ボタン

選択した再配布マッピングをテーブルから削除します。[削除（Delete）]ボタン

[OSPF Max Prefix Mapping]テーブル

最大プレフィックス値が定義された OSPFルーティングドメ
インの ID。

OSPFプロセス ID（OSPF
Process ID）

選択したOSPFプロセスに再配布できるプレフィックス（ルー
ト）の最大数。

Max Prefix
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説明要素

警告メッセージをトリガーするしきい値として機能する最大

プレフィックス値のパーセンテージ。

[しきい値（Threshold）]

最大値に達したときに、この OSPFプロセスへの再配布が停
止されるか、警告が表示されるだけかを示します。

操作

[OSPFMaxPrefixMapping]ダイアログボックス （53ページ）
が開きます。ここから、OSPFプロセスの最大プレフィック
ス値を定義できます。

[追加（Add）]ボタン

[OSPFMaxPrefixMapping]ダイアログボックス （53ページ）
が開きます。ここから、選択した OSPFプロセスに対して定
義された最大プレフィックス値を編集できます。

[編集（Edit）]ボタン

選択した最大プレフィックスマッピングをテーブルから削除

します。

[削除（Delete）]ボタン

[OSPF Redistribution Mapping]ダイアログボックス

[OSPF Redistribution Mapping]ダイアログボックスを使用して、OSPF再配布マッピングのプロ
パティを追加または編集します。

ナビゲーションパス

[OSPF Process]ページ - [Redistribution]タブ （49ページ）に移動してから、[再配布マッピン
グ（Redistribution Mapping）]テーブルの下にある [追加（Add）]ボタンまたは [編集（Edit）]
ボタンをクリックします。

[OSPF Redistribution]ダイアログボックスにアクセスする前に、少なくとも 1つの OSPF
プロセスを作成する必要があります。 [OSPF Process]ページ - [Setup]タブ （45ページ）
を参照してください。

（注）

関連項目

• [OSPF Max Prefix Mapping]ダイアログボックス （53ページ）

• OSPFへのルートの再配布 （28ページ）
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フィールドリファレンス

表 18 : [OSPF Redistribution Mapping]ダイアログボックス

説明要素

他のルートが再配布されている OSPFプロセス。 [OSPF Process]ページ -
[Setup]タブ （45ページ）で定義した OSPFプロセスのリストから、プ
ロセス ID番号を選択する必要があります。

プロセス ID
（Process ID）

再配布されているルーティングプロトコル。

• [Static]：スタティックルートを再配布します。ルートごとに 1つの
マッピングを定義できます。

• [EIGRP]：EIGRP自律システムを再配布します。表示されるフィール
ドに AS番号を入力します。ASごとに 1つのマッピングを定義でき
ます。

• [BGP]：BGP自律システムを再配布します。デバイスごとに 1つの
BGPマッピングを定義できます。[BGP Setup]タブで [BGP AS]を設
定した場合は、AS番号が表示されます。それ以外の場合は、BGPAS
が定義されていないことを示すメッセージが表示されます。 [BGP]
ページ - [Redistribution]タブ （8ページ）を参照してください。

Protocol to
Redistribute

• [OSPF]：別の OSPFプロセスを再配布します。プロセスごとに 1つ
のマッピングを定義できます。表示されるリストからプロセスを選

択し、1つ以上の一致基準を選択します。

• [Internal]：特定の ASの内部のルート。

• [External1]：ASの外部にあり、OSPFにタイプ 1外部ルートとし
てインポートされるルート。

• [External2]：ASの外部にあり、選択したプロセスにタイプ 2外
部ルートとしてインポートされるルート。

• [NSAAExternal1]：ASの外部にあり、選択したプロセスにタイプ
1外部ルートとしてインポートされるNot-So-StubbyArea（NSSA）
ルート。

• [NSAAExternal2]：ASの外部にあり、選択したプロセスにタイプ
2外部ルートとしてインポートされる（NSSA）ルート。

• [RIP]：RIPルートを再配布します。ルートごとに 1つのマッピング
を定義できます。

• [Connected]：インターフェイス上で IPをイネーブルにすることによ
り自動的に確立されるルートを再配布します。これらのルートは、

ASの外部として再配布されます。

Protocol to
Redistribute（続
き）
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説明要素

再配布されるルートのコストを表す値。デフォルトメト

リック（Default
Metric）

OSPFルーティングドメインに再配布されているルートに関連付けられる
外部リンクタイプ。

• [1]：タイプ 1外部ルート。メトリックは、外部再配布コストと内部
OSPFコストの合計です。

• [2]：タイプ2外部ルート。メトリックは、[Metric]フィールドで定義
される外部再配布コストと等しくなります。これがデフォルトです。

メトリックタイプ

選択すると、サブネット化されたルートだけが再配布されます。

選択を解除すると、サブネット化されたルートは再配布されません。

Limit to Subnets

[OSPF Max Prefix Mapping]ダイアログボックス

[OSPFMaxPrefixMapping]ダイアログボックスを使用して、OSPFプロセスに再配布できるルー
トの最大数を追加または編集します。

ナビゲーションパス

[OSPF Process]ページ - [Redistribution]タブ （49ページ）に移動してから、プレフィックス
マッピングテーブルの下にある [追加（Add）]または [編集（Edit）]ボタンをクリックしま
す。

関連項目

• [OSPF Redistribution Mapping]ダイアログボックス （51ページ）

• OSPFへのルートの再配布 （28ページ）

フィールドリファレンス

表 19 : [OSPF Max Prefix Mapping]ダイアログボックス

説明要素

他のルートが再配布されている OSPFプロセス。リストには、 [OSPF
Process]ページ - [Setup]タブ （45ページ）で定義された OSPFプロ
セスが含まれます。

プロセス ID（Process
ID）

選択した OSPFプロセスに再配布できるプレフィックス（ルート）の
最大数。再配布されるルートの数を制限すると、過剰な数のルートに

よってルータがフラッドされるのを防ぐのに役立ちます。

Max Prefix
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説明要素

警告メッセージをトリガーするしきい値として機能する最大プレフィッ

クス値のパーセンテージ。デフォルトは 75 %です。

この警告は、[Warning-Only]チェックボックスがオンかどう
かに関係なくトリガーされます。

（注）

[しきい値
（Threshold）]

再配布ルートの最大数に達したときに実行するアクション。

• [Enforce Maximum Route]：定義された最大プレフィックス値に達
した場合、ルートがそれ以上再配布されないようにします。これ

がデフォルトです。

• [WarningOnly]：ルートの最大数に達したときに警告を表示します
が、追加のルートの再配布は抑止しません。

When maximum routes
reached

Cisco IOSルータにおける RIPルーティング

バージョン 4.17以降、Cisco Security Managerは引き続き IOSの機能をサポートしていま
すが、バグの修正や拡張機能はサポートしていません。

（注）

Routing Information Protocol（RIP;ルーティング情報プロトコル）は、小規模な同種のネット
ワークで使用するために作成された InteriorGateway Protocol（IGP）です。RIPは距離ベクトル
型プロトコルであり、定期的な間隔（アドバタイジングと呼ばれるプロセス）でルーティング

更新メッセージを送信します。また、ネットワークトポロジが変更されるたびに更新メッセー

ジを送信します。ルータは、エントリの変更が含まれるルーティングアップデートを受け取る

と、新しいルートを反映するようにそのルーティングテーブルを更新します。別のルータから

更新を180秒以上受信しない場合、ルータは更新のないルータによって提供されるルートを使
用不可としてマークします。240秒後もまだ更新がない場合、ルータは更新のないルータのルー
ティングテーブルエントリをすべて削除します。ルーティング情報はUDPパケットを使用し
て交換されます。

RIPは、送信元から宛先へのホップ数（通過したルータの数）を測定することによってルート
を評価します。直接接続されているネットワークのメトリックは 0です。RIPで許可される最
大ホップカウントは 15です。ホップカウントが 15を超えるルートは、到達不能と見なされ
ます。

Security Managerでは、RFC 1723に記載されている RIPバージョン 2だけがサポートされま
す。RIP 2ではオリジナルの RIPが改善されており、RIPメッセージでより多くの情報を伝送
できます。これにより、単純な認証メカニズム（クリアテキストまたはMD5）を使用してテー
ブル更新を保護できます。RIP 2では、サブネットマスクもサポートされています。これは、
元のバージョンの RIPでは使用できなかった重要な機能です。

ここでは、RIPルーティングポリシーを作成するために実行するタスクについて説明します。
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• RIP設定パラメータの定義 （55ページ）

• RIPインターフェイス認証設定の定義 （56ページ）

• OSPFへのルートの再配布 （28ページ）

関連項目

• Cisco IOSルータにおけるスタティックルーティング （64ページ）

• Cisco IOSルータにおける OSPFルーティング （25ページ）

• Cisco IOSルータにおける EIGRPルーティング （10ページ）

• Cisco IOSルータにおける BGPルーティング （1ページ）

RIP設定パラメータの定義
RIP設定パラメータを定義するには、ルートに含めるネットワークを選択し、いずれかのイン
ターフェイスを受動にする必要があるかどうかを決定します。これらのインターフェイスは、

ネイバーにルーティング更新を送信しません。また、自動サマライズをイネーブルにすると、

ルータが維持するルーティングテーブルのサイズと複雑さを軽減できます。

関連項目

• RIPインターフェイス認証設定の定義 （56ページ）

• OSPFへのルートの再配布 （28ページ）

• Cisco IOSルータにおける RIPルーティング （54ページ）

ステップ 1 次のいずれかを実行します。

•（デバイスビュー）ポリシーセレクタから [プラットフォーム（Platform）]>[ルーティング（Routing）]
> [RIP]を選択し、作業領域の [セットアップ（Setup）]タブをクリックします。

•（ポリシービュー）ポリシータイプセレクタから [プラットフォーム（Platform）] > [ルーティング
（Routing）] > [RIP]を選択します。既存のポリシーを選択するか新しいポリシーを作成し、[セット
アップ（Setup）]タブをクリックします。

RIPの [Setup]タブが表示されます（ [RIP]ページ - [Setup]タブ （58ページ）を参照）。

ステップ 2 インターフェイスで RIP更新を受信する、直接接続されているネットワークのアドレスを入力します。ア
ドレスとネットワーク/ホストオブジェクトの組み合わせを使用するか、アドレスをカンマで区切ることが
できます。[選択（Select）]をクリックして既存のオブジェクトのリストからネットワーク/ホストオブジェ
クトを選択するか、新しいネットワーク/ホストオブジェクトを作成します。詳細については、ポリシー定
義中の IPアドレスの指定を参照してください。

ステップ 3 受動インターフェイスのアドレスを入力します。これは、ネイバーにルーティング更新（存在する場合）
を送信しないインターフェイスです。これらのインターフェイスは、引き続き RIPルーティングブロード
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キャストを受信し、それを使用してルーティングテーブルに読み込みます。1つ以上のインターフェイス
の名前またはインターフェイスのロールを入力します。アドレスをカンマで区切ります。[選択（Select）]
をクリックして既存のオブジェクトのリストからインターフェイス名またはロールを選択するか、新しい

インターフェイスロールオブジェクトを作成します。詳細については、ポリシー定義中のインターフェイ

スの指定を参照してください。

ステップ 4 （任意）[自動集約（Auto Summary）]チェックボックスをオンにして、ネットワークレベルルートへのサ
ブネットルートの自動集約を有効にします。サマライズによってルーティングテーブルのサイズが削減さ

れるため、ネットワークの複雑さが低減します。

切断されているサブネット間のルーティングを実行する場合は、自動サマライズをディセーブルにします。

自動サマライズをオフにすると、サブネットがアドバタイズされます。

RIPインターフェイス認証設定の定義
RIPインターフェイスのネイバー認証設定を定義するには、インターフェイスを選択し、認証
タイプ（MD5またはクリアテキスト）を選択します。

関連項目

• RIP設定パラメータの定義 （55ページ）

• OSPFへのルートの再配布 （28ページ）

• Cisco IOSルータにおける RIPルーティング （54ページ）

ステップ 1 次のいずれかを実行します。

•（デバイスビュー）ポリシーセレクタから [プラットフォーム（Platform）]> [ルーティング（Routing）]
> [RIP]を選択し、作業領域の [認証（Authentication）]タブをクリックします。

•（ポリシービュー）ポリシータイプセレクタから [Router Platform] > [Routing] > [RIP]を選択しま
す。既存のポリシーを選択するか、または新しいポリシーを作成し、[認証（Authentication）]タブを
クリックします。

RIPの [Authentication]タブが表示されます。このタブのフィールドの説明については、表 21 : RIPの
[Authentication]タブ （60ページ）を参照してください。

ステップ 2 RIPの [認証（Authentication）]タブで、テーブルからインターフェイス定義を選択し、[編集（Edit）]をク
リックするか、[追加（Add）]をクリックして定義を作成します。[RIP Authentication]ダイアログボックス
が表示されます。このダイアログボックスのフィールドの説明については、表 22 : [RIP Authentication]ダ
イアログボックス （61ページ）を参照してください。

ステップ 3 認証が定義されるインターフェイスまたはインターフェイスロールの名前を入力します。または、[選択
（Select）]をクリックしてリストからインターフェイスロールを選択するか、新しいインターフェイスロー
ルを作成します。詳細については、ポリシー定義中のインターフェイスの指定を参照してください。

ステップ 4 インターフェイス認証（MD5またはクリアテキスト）を定義します。
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RIPパケットでクリアテキスト認証を使用することは推奨しません。これは、暗号化されない認
証キーがすべてのパケットで送信されるためです。プレーンテキスト認証は、セキュリティが問

題でない場合、たとえば誤って設定されたホストがルーティングに参加しないことを確認する場

合にだけ使用します。

（注）

ステップ 5 [OK]をクリックして定義をクライアントにローカルに保存し、ダイアログボックスを閉じます。定義され
たインターフェイスが、RIPの [Authentication]タブに表示されます。

RIPへのルートの再配布
再配布とは、RIPなどのルーティングプロトコルを使用して、他の方法（別のルーティング
プロトコルなど）で学習されたルート、スタティックルート、または直接接続されたルートを

アドバタイズすることです。たとえば、OSPFルーティングプロトコルから RIPルートにルー
トを再配布できます。再配布は、複数プロトコル環境で動作しているネットワークに必要であ

り、すべての IPベースルーティングプロトコルに適用できます。

RIPに再配布する場合、透過的に再配布することによって、ルートの元のメトリックを保持で
きます。

はじめる前に

•少なくとも 1つの RIPルートを定義します。 RIP設定パラメータの定義 （55ページ）
を参照してください。

関連項目

• RIP設定パラメータの定義 （55ページ）

• RIPインターフェイス認証設定の定義 （56ページ）

• Cisco IOSルータにおける RIPルーティング （54ページ）

ステップ 1 次のいずれかを実行します。

•（デバイスビュー）ポリシーセレクタから [プラットフォーム（Platform）]>[ルーティング（Routing）]
> [RIP]を選択し、作業領域の [再配布（Redistribution）]タブをクリックします。

•（ポリシービュー）ポリシータイプセレクタから [プラットフォーム（Platform）] > [ルーティング
（Routing）] > [RIP]を選択します。既存のポリシーを選択するか、または新しいポリシーを作成し、
[再配布（Redistribution）]タブをクリックします。

RIPの [Redistribution]タブが表示されます。このタブのフィールドの説明については、表 23 : RIPの
[Redistribution]タブ （62ページ）を参照してください。

ステップ 2 RIPの [再配布（Redistribution）]タブで、[RIP再配布マッピング（RIP Redistribution Mappings）]テーブル
から行を選択し、[編集（Edit）]をクリックするか、[追加（Add）]をクリックしてマッピングを作成しま
す。[RIP RedistributionMapping]ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスのフィール
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ドの説明については、表 24 : [RIP Redistribution Mapping]ダイアログボックス （63ページ）を参照してく
ださい。

ステップ 3 RIPにルートを再配布するプロトコルを選択します。

スタティックルート、BGP AS、EIGRP AS、および OSPFプロセスごとに 1つのマッピングを作
成できます。

（注）

ステップ 4 次のいずれかの操作を実行して、再配布されるルートのメトリック（コスト）を定義します。

• [デフォルトメトリック（DefaultMetric）]チェックボックスをオンにし、再配布されるルートのデフォ
ルトメトリックを入力します。メトリックによって、ルートのプライオリティが決まります。

• [トランスペアレント（Transparent）]チェックボックスをオンにし、RIPに再配布されるルートの元の
メトリックを保持します。

ステップ 5 [OK]をクリックして定義をクライアントにローカルに保存し、ダイアログボックスを閉じます。再配布
マッピングが、RIPの [Redistribution]タブの [Redistribution Mapping]テーブルに表示されます。

[RIP]ルーティングポリシーページ
RIPは、ホップカウントをパス選択のメトリックとして使用するディスタンスベクタールー
ティングプロトコルです。SecurityManagerでは、RIPバージョン2だけがサポートされます。
これには、ルーティング更新の交換時のネイバー認証のサポートが含まれています。

[RIP]ルーティングページの次のタブから、RIPルーティングポリシーを設定できます。

• [RIP]ページ - [Setup]タブ （58ページ）

• [RIP]ページ - [Authentication]タブ （60ページ）

• [RIP]ページ - [Redistribution]タブ （62ページ）

詳細については、 Cisco IOSルータにおける RIPルーティング （54ページ）を参照してくだ
さい。

ナビゲーションパス

•（デバイスビュー）ポリシーセレクタから [プラットフォーム（Platform）]> [ルーティン
グ（Routing）] > [RIP]を選択します。

•（ポリシービュー）ポリシータイプセレクタから [プラットフォーム（Platform）]> [ルー
ティング（Routing）] > [RIP]を選択します。[RIP]を右クリックしてポリシーを作成する
か、または共有ポリシーセレクタから既存のポリシーを選択します。

[RIP]ページ - [Setup]タブ
RIPの [Setup]タブを使用して、RIPルートを作成、編集、および削除します。
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ナビゲーションパス

[RIP]ルーティングポリシーページ （58ページ）に移動し、[セットアップ（Setup）] タブ
をクリックします。

関連項目

• RIP設定パラメータの定義 （55ページ）

• [RIP]ページ - [Authentication]タブ （60ページ）

• [RIP]ページ - [Redistribution]タブ （62ページ）

•ポリシー定義中の IPアドレスの指定

•ネットワーク/ホストオブジェクトについて

フィールドリファレンス

表 20 : RIPの [Setup]タブ

説明要素

RIPルートに関連付けられる直接接続されたネットワーク。1つ以上の
ネットワークアドレスまたはネットワーク/ホストオブジェクトをカンマ
で区切って入力します。[選択（Select）]をクリックして既存のオブジェ
クトのリストからネットワーク/ホストオブジェクトを選択するか、新し
いオブジェクトを作成します。

ネットワーク

ルーティングネイバーに更新を送信しないインターフェイス。1つ以上の
インターフェイス名またはロールをカンマで区切って入力します。[選択
（Select）]をクリックして既存のオブジェクトのリストからインターフェ
イス名またはロールを選択するか、新しいインターフェイスロールオブ

ジェクトを作成します。

パッシブインター

フェイス

選択されている場合は、ネットワークレベルルートへのサブネットルー

トの自動サマライズをイネーブルにします。サマライズによってルーティ

ングテーブルのサイズが削減されるため、ネットワークの複雑さが低減

します。

選択解除されている場合、自動サマライズはディセーブルになります。

切断されているサブネット間のルーティングを実行する場合は、

自動サマライズをディセーブルにします。この機能をディセー

ブルにすると、サブネットがアドバタイズされます。

（注）

自動集約

（Auto-Summary）
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[RIP]ページ - [Authentication]タブ
RIPの [Authentication]タブを使用して、RIPインターフェイスのネイバー認証設定を表示、作
成、編集、および削除します。

ナビゲーションパス

[RIP]ルーティングポリシーページ （58ページ）に移動し、[認証（Authentication）]タブを
クリックします。

関連項目

• RIPインターフェイス認証設定の定義 （56ページ）

• [RIP]ページ - [Setup]タブ （58ページ）

• [RIP]ページ - [Redistribution]タブ （62ページ）

• [RIP]ルーティングポリシーページ （58ページ）

•テーブルカラムおよびカラム見出しの機能

•テーブルのフィルタリング

フィールドリファレンス

表 21 : RIPの [Authentication]タブ

説明要素

RIPをイネーブルにするインターフェイスの名前（インターフェイス
ロールによって定義）。

インターフェイス

選択したインターフェイスロールでイネーブルにする RIPネイバー
認証のタイプ（クリアテキストまたはMD5）。

認証

MD5認証に使用される認証キーの識別番号。Key ID

[RIP Authentication]ダイアログボックス （61ページ）が開きます。
ここから、その他の RIPインターフェイスの認証を定義できます。

[追加（Add）]ボタン

[RIP Authentication]ダイアログボックス （61ページ）が開きます。
ここから、選択した RIPインターフェイスの認証プロパティを編集
できます。

[編集（Edit）]ボタン

選択した認証定義をテーブルから削除します。[削除（Delete）]ボタン
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[RIP Authentication]ダイアログボックス

[RIP Authentication]ダイアログボックスを使用して、RIPインターフェイスのネイバー認証プ
ロパティを追加または編集します。

ナビゲーションパス

[RIP]ページ - [Authentication]タブ （60ページ）に移動してから、テーブルの下にある [追加
（Add）]または [編集（Edit）]ボタンをクリックします。

関連項目

• RIPインターフェイス認証設定の定義 （56ページ）

フィールドリファレンス

表 22 : [RIP Authentication]ダイアログボックス

説明要素

認証プロパティを定義するインターフェイス。インターフェイスの名前また

はインターフェイスのロールを入力します。または、[選択（Select）]をク
リックしてリストからオブジェクトを選択するか、または新しいオブジェク

トを作成します。

同じインターフェイスに対して異なる認証設定を指定することは

できません。

（注）

インターフェイ

ス（Interface）

インターフェイスに適用する認証のタイプ。

• [MD5]：（推奨）認証にMD5ハッシュアルゴリズムを使用します。

• [Clear Text]：認証にクリアテキストを使用します。

プレーンテキスト認証は、セキュリティが問題でない場合、たと

えば誤って設定されたホストがルーティングに参加しないことを

確認する場合にだけ使用します。

（注）

認証

認証タイプとして [MD5]を選択した場合にだけ使用できます。

認証キーの識別番号。この番号は、選択したデバイスに更新を送信し、選択

したデバイスから更新を受信する他のすべてのデバイスと共有される必要が

あります。有効値の範囲は 0～ 2147483647です。

Key ID
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説明要素

認証（MD5またはクリアテキスト）に使用される共有キー。このキーは、
選択したデバイスに更新を送信し、選択したデバイスから更新を受信する他

のすべてのデバイスと共有される必要があります。

キーには最大 80文字の英数字を含むことができます。最初の文字を数値に
はできません。スペースを使用できます。確認フィールドでもう一度キーを

入力します。

キー（Key）

[RIP]ページ - [Redistribution]タブ
RIPの [Redistribution]タブを使用して、RIPルーティングドメインへの再配布を実行するとき
の再配布設定を表示、作成、編集、および削除します。

RIPの [Redistribution]タブにアクセスする前に、RIP設定パラメータを定義する必要があ
ります。 [RIP]ページ - [Setup]タブ （58ページ）を参照してください。

（注）

ナビゲーションパス

[RIP]ルーティングポリシーページ （58ページ）に移動し、[再配布（Redistribution）]タブ
をクリックします。

関連項目

• RIPへのルートの再配布 （57ページ）

• [RIP]ページ - [Authentication]タブ （60ページ）

•テーブルのフィルタリング

フィールドリファレンス

表 23 : RIPの [Redistribution]タブ

説明要素

再配布されているプロトコル。プロトコル

再配布されているルートの自律システム（AS）番号または
プロセス ID。

[AS/プロセス ID（AS/Process
ID）]

再配布されるルートのプライオリティを決定する値。メトリック（Metric）

OSPFプロセスを再配布している場合は、再配布されるOSPF
ルートのタイプを示します。

一致（Match）
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説明要素

[RIP Redistribution Mapping]ダイアログボックス （63ペー
ジ）が開きます。ここから、RIP再配布マッピングを定義で
きます。

[追加（Add）]ボタン

[RIP Redistribution Mapping]ダイアログボックス （63ペー
ジ）が開きます。ここから、選択したRIP再配布マッピング
を編集できます。

[編集（Edit）]ボタン

選択した再配布マッピングをテーブルから削除します。[削除（Delete）]ボタン

[RIP Redistribution Mapping]ダイアログボックス

[RIP Redistribution Mapping]ダイアログボックスを使用して、RIP再配布マッピングのプロパ
ティを追加または編集します。

ナビゲーションパス

[RIP]ページ - [Redistribution]タブ （62ページ）に移動してから、テーブルの下にある [追加
（Add）]または [編集（Edit）]ボタンをクリックします。

関連項目

• RIPへのルートの再配布 （57ページ）

フィールドリファレンス

表 24 : [RIP Redistribution Mapping]ダイアログボックス

説明要素

再配布されているルーティングプロトコル。

• [Static]：スタティックルートを再配布します。ルートごとに 1つの
マッピングを定義できます。

• [EIGRP]：EIGRP自律システムを再配布します。表示されるフィール
ドに AS番号を入力します。ASごとに 1つのマッピングを定義でき
ます。

• [BGP]：BGP自律システムを再配布します。デバイスごとに 1つの
BGPマッピングを定義できます。[BGP Setup]タブで [BGP AS]を設
定した場合は、AS番号が表示されます。それ以外の場合は、BGPAS
が定義されていないことを示すメッセージが表示されます。 [BGP]
ページ - [Redistribution]タブ （8ページ）を参照してください。

Protocol to
Redistribute
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説明要素

• [OSPF]：別のOSPFプロセスを再配布します。プロセスごとに 1つの
マッピングを定義できます。表示されるリストからプロセスを選択

し、1つ以上の一致基準を選択します。

• [Internal]：特定の ASの内部のルート。

• [External1]：ASの外部にあり、OSPFにタイプ 1外部ルートとし
てインポートされるルート。

• [External2]：ASの外部にあり、選択したプロセスにタイプ 2外
部ルートとしてインポートされるルート。

• [NSAAExternal1]：ASの外部にあり、選択したプロセスにタイプ
1外部ルートとしてインポートされるNot-So-StubbyArea（NSSA）
ルート。

• [NSAAExternal2]：ASの外部にあり、選択したプロセスにタイプ
2外部ルートとしてインポートされる（NSSA）ルート。

• [Connected]：インターフェイス上で IPをイネーブルにすることによ
り自動的に確立されるルートを再配布します。これらのルートは、

ASの外部として再配布されます。

Protocol to
Redistribute（続
き）

再配布されるルートのデフォルト値を設定します。有効値の範囲は 0～
16です。

デフォルトメト

リック（Default
Metric）

選択すると、再配布されるルートの元のメトリックが保持されます。選択

を解除すると、[Metric]フィールドで指定した値が使用されます。
Transparent Metric

Cisco IOSルータにおけるスタティックルーティング

バージョン 4.17以降、Cisco Security Managerは引き続き IOSの機能をサポートしていま
すが、バグの修正や拡張機能はサポートしていません。

（注）

ルートを動的に構築できない場合にパケットがルータによって宛先に正しく転送されるよう

に、スタティックルーティングポリシーを設定できます。スタティックルートにはデフォル

トでアドミニストレーティブディスタンス1（直接接続されたネットワークを意味する）が設
定されるため、デフォルトでは、同じホストまたはネットワークに対して検出されたダイナ

ミックルートよりも優先されます。ただし、対応するダイナミックルートよりも優先されな

いように、大きな値のアドミニストレーティブディスタンスをスタティックルートに定義で

きます。
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たとえば、EIGRPルートには、デフォルトでアドミニストレーティブディスタンス 5が設定
されます。スタティックルートよりも EIGRPルートが優先されるようにするには、5よりも
大きいアドミニストレーティブディスタンスを指定する必要があります。この機能は、スタ

ティックルートを「フローティング」ルートとして定義する場合に役立ちます。フローティン

グルートは、優先ルートを使用できない場合にのみルーティングテーブルに挿入されます。

スタティックルートをバックアップの「フローティング」ルートとして使用する場合は、

特定の IPアドレスを入力する代わりに、ネクストホップ IPアドレスに到達できるイン
ターフェイスを指定します。そうしないと、プライマリリンクに障害が発生したときに、

「フローティング」ルートはルーティングテーブルに挿入されません。詳細については、

Cisco.comの次の URLで『Specifying a Next Hop IP Address for Static Routes』を参照してく
ださい。http://www.cisco.com/en/US/tech/tk365/technologies_tech_note09186a00800ef7b2.shtml
[英語]

ヒント

関連項目

•スタティックルートの定義 （65ページ）

スタティックルートの定義

スタティックルートを定義するには、選択したホストまたはネットワーク宛のパケットをルー

タが転送するホップゲートウェイの IPアドレス（および、任意でメトリック）を定義する必
要があります。必要な数のスタティックルートを定義できます。

関連項目

• Cisco IOSルータにおけるスタティックルーティング （64ページ）

• Cisco IOSルータにおける RIPルーティング （54ページ）

• Cisco IOSルータにおける OSPFルーティング （25ページ）

• Cisco IOSルータにおける EIGRPルーティング （10ページ）

• Cisco IOSルータにおける BGPルーティング （1ページ）

ステップ 1 次のいずれかを実行します。

•（デバイスビュー）ポリシーセレクタから [プラットフォーム（Platform）]>[ルーティング（Routing）]
> [スタティックルーティング（Static Routing）]を選択します。

•（ポリシービュー）ポリシータイプセレクタから [ルータプラットフォーム（Router Platform）] >
[ルーティング（Routing）] > [スタティックルーティング（Static Routing）]を選択します。既存のポ
リシーを選択するか、または新しいポリシーを作成します。
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[Static Routing]ページが表示されます。このページのフィールドの説明については、表 25 : [Static Routing]
ページ （67ページ）を参照してください。

ステップ 2 [スタティックルーティング（Static Routing）]ページで、テーブルからスタティックルートを選択し、[編
集（Edit）]をクリックするか、[追加（Add）]をクリックしてルートを作成します。[StaticRouting]ダイア
ログボックスが表示されます。このダイアログボックスのフィールドの説明については、表 26 : [Static
Routing]ダイアログボックス （69ページ）を参照してください。

ステップ 3 （任意）[デフォルトルートとして使用（Use as Default Route）]チェックボックスをオンにして、このルー
トを不明なすべてのアウトバウンドパケットのデフォルトルートにします。

ステップ 4 [プレフィックス（Prefix）]フィールドに、宛先ネットワークのアドレスを入力します。または、[選択
（Select）]をクリックしてリストからネットワーク/ホストオブジェクトを選択するか、または新しいオブ
ジェクトを作成します。詳細については、ポリシー定義中の IPアドレスの指定を参照してください。

ステップ 5 転送オプションを選択します。

•パケットをリモートネットワークに転送するルータインターフェイスを定義するには、[転送インター
フェイス（Forwarding Interface）]を選択し、インターフェイスまたはインターフェイスロールの名前
を入力します。[Select]をクリックしてリストからインターフェイスロールを選択するか、新しいイン
ターフェイスロールを作成できます。インターフェイスロールオブジェクトについておよびポリシー

のオブジェクトの選択を参照してください。

•パケットを受信してリモートネットワークに転送するネクストホップルータを指定するには、[転送IP
（ForwardingIP）]を選択し、表示されるフィールドにアドレスを入力します。または、[選択（Select）]
をクリックしてネットワーク/ホストオブジェクトをリストから選択するか、または新しいオブジェク
トを作成します。詳細については、ポリシー定義中の IPアドレスの指定を参照してください。

ステップ 6 （任意）[Distance Metric]フィールドに、このルータのネクストホップアドレスへのホップ数を入力しま
す。このメトリックは、スタティックルートのプライオリティを示します。2つのルーティングエントリ
で同じネットワークが指定されている場合は、メトリック値の小さい（つまり、コストが低い）ルートに

高いプライオリティが与えられ、選択されます。

値を指定しない場合、デフォルトは 1であり、直接接続されたネットワークを意味します。

ステップ 7 （任意）[永続的なルート（Permanent route）]チェックボックスをオンにして、インターフェイスがシャッ
トダウンされるか、ルータが次のルータと通信できない場合でも、このスタティックルートエントリが削

除されないようにします。

ステップ 8 [OK]をクリックして定義をクライアントにローカルに保存し、ダイアログボックスを閉じます。スタティッ
クルートが、[Static Routing]ページのテーブルに表示されます。

[Static Routing]ポリシーページ
[Static Routing]ページを使用して、スタティックルートを作成、編集、および削除します。詳
細については、スタティックルートの定義 （65ページ）を参照してください。
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ナビゲーションパス

•（デバイスビュー）ポリシーセレクタから [プラットフォーム（Platform）]> [ルーティン
グ（Routing）] > [スタティックルーティング（Static Routing）]を選択します。

•（ポリシービュー）ポリシータイプセレクタから [ルータプラットフォーム（Router
Platform）] > [ルーティング（Routing）] > [スタティックルーティング（Static Routing）]
を選択します。[スタティックルーティング（Static Routing）]を右クリックしてポリシー
を作成するか、共有ポリシーセレクタから既存のポリシーを選択します。

関連項目

• Cisco IOSルータにおけるスタティックルーティング （64ページ）

•テーブルカラムおよびカラム見出しの機能

•テーブルのフィルタリング

フィールドリファレンス

表 25 : [Static Routing]ページ

説明要素

スタティックルートの宛先 IPアドレス。プレフィックス

（Prefix）

選択した IPアドレスのネットマスク。Prefix Mask

スタティックルートがこのルータによって転送される不明なパケッ

トのデフォルトルートかどうかを示します。

Default Route

このルータのネクストホップアドレスであるゲートウェイルータ

に関連付けられる IPアドレスまたはインターフェイス名。
Interface or IP Address

ゲートウェイ IPから宛先へのホップ数。メトリックによって、こ
のルートのプライオリティが決まります。ホップが少ないほど、コ

ストが低くなるため、ルートに割り当てられるプライオリティは高

くなります。

2つのルーティングエントリで同じネットワークが指定されている
場合、メトリックの小さい（つまり、プライオリティが高い）エン

トリが選択されます。

距離

スタティックルートが永続的なルートとして定義されるかどうかを

示します。永続的なルートとは、インターフェイスがシャットダウ

ンされるか、ルータが次のルータと通信できない場合でも、削除さ

れないことを意味します。
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説明要素

[Static Routing]ダイアログボックス （68ページ）が開きます。こ
こから、スタティックルートを作成できます。

[追加（Add）]ボタン

[Static Routing]ダイアログボックス （68ページ）が開きます。こ
こから、選択したスタティックルートを編集できます。

[編集（Edit）]ボタン

選択したスタティックルートをテーブルから削除します。[削除（Delete）]ボタン

[Static Routing]ダイアログボックス
[Static Routing]ダイアログボックスを使用して、スタティックルートを追加または編集しま
す。

ナビゲーションパス

[Static Routing]ポリシーページ （66ページ）に移動してから、テーブルの下にある [追加
（Add）]または [編集（Edit）]ボタンをクリックします。

関連項目

•スタティックルートの定義 （65ページ）

• Cisco IOSルータにおけるスタティックルーティング （64ページ）
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フィールドリファレンス

表 26 : [Static Routing]ダイアログボックス

説明要素

このスタティックルートによって定義される宛先ネットワークのアドレス情報。

• [Use as Default Route]：選択すると、これをこのルータのデフォルトルート
にします。デフォルトルートは、送信元から宛先へのルートが不明な場合、

またはルータのルーティングテーブルで多数のルートを保持できない場合

に使用されます。すべての不明な送信パケットはデフォルトルートで送信

されます。

選択を解除すると、このスタティックルートはデフォルトルートではありませ

ん。

• [Prefix]：宛先ネットワークの IPアドレス。ネットワーク/ホストオブジェク
トの IPアドレスまたは名前を入力します。または、[選択（Select）]をク
リックしてリストからオブジェクトを選択するか、新しいオブジェクトを

作成します。

プレフィックスは、クラス A、B、または Cネットワークあるいはホスト IPで
ある必要があります。ホスト IPは、不連続マスクが含まれていないかぎり、0
で開始できます。すべてのサブネットアドレスが有効です。

宛先ネット

ワーク

宛先ネットワークにデータを転送する方式。

• [Forwarding Interface]：パケットをリモートネットワークに転送するルータ
インターフェイス。インターフェイスの名前またはインターフェイスのロー

ルを入力します。または、[選択（Select）]をクリックしてリストからオブ
ジェクトを選択するか、新しいオブジェクトを作成します。

• [Forwarding IP]：パケットを受信してリモートネットワークに転送するネク
ストホップルータの IPアドレス。ネットワーク/ホストオブジェクトの IP
アドレスまたは名前を入力します。または、[選択（Select）]をクリックし
てリストからオブジェクトを選択するか、新しいオブジェクトを作成しま

す。

Forwarding
(Next Hop)
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説明要素

宛先ネットワーク（ゲートウェイ IP）へのホップ数。値を指定しない場合、デ
フォルトは 1です。範囲は 1～ 255です。

このメトリック（アドミニストレーティブディスタンスとも呼ばれる）は、指

定したホストが存在するネットワークへのホップ数に基づくルートコストの測

定値です。このホップカウントには、パケットが通過する必要があるすべての

ネットワークが含まれています。宛先ネットワークも含まれます。したがって、

直接接続されたネットワークのメトリックはすべて 1です。

メトリックはコストに基づくため、スタティックルートのプライオリティを識

別するために使用されます。2つのルーティングエントリで同じネットワーク
が指定されている場合は、メトリック値の小さい（つまり、コストが低い）ルー

トに高いプライオリティが与えられ、選択されます。

特定の状況では、スタティックルートにダイナミックルートよりも低

いプライオリティ（大きいディスタンスメトリック）を割り当てると

役立つ場合があります。この設定により、スタティックルートはダイ

ナミックルートを使用できない場合のバックアップの「フローティン

グ」ルートとして機能できます。

（注）

Distance
Metric

選択すると、インターフェイスがシャットダウンされるか、ルータが次のルー

タと通信できない場合でも、このスタティックルートエントリは削除されませ

ん。

選択を解除すると、このスタティックルートは削除可能です。

Permanent
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


